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会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

普通
会計

一般会計 38,093,398,662 37,784,617,905 308,780,757 

同和地区住宅新築資金等貸付事業
特別会計 8,132,332 7,682,406 449,926 

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 9,033,632,459 8,903,994,097 129,638,362 

老人保健特別会計 2,103,439 2,103,439 0 

後期高齢者医療特別会計 818,703,582 804,646,782 14,056,800 

介護保険特別会計 6,662,745,424 6,619,225,276 43,520,148 

下水道事業特別会計 4,723,893,514 4,706,747,543 17,145,971 

農業集落排水事業特別会計 186,469,926 184,122,782 2,347,144 

上川手山林財産区特別会計 3,192,449 2,052,570 1,139,879 

北の沢山林財産区特別会計 1,334,976 1,042,830 292,146 

有明山林財産区特別会計 1,134,118 327,034 807,084 

富士尾沢山林財産区特別会計 777,068 211,452 565,616 

穂高山林財産区特別会計 740,311 177,518 562,793 

産業団地造成事業特別会計 396,602 345,915 50,687 

会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
収益的収入及び支出 2,066,120,082 1,870,566,043 195,554,039 

資本的収入及び支出 175,855,955 1,258,404,856 -1,082,548,901 

市営宿舎事業会計
収益的収入及び支出 16,207,468 21,157,363 -4,949,895 

資本的収入及び支出 0 0 0 

平成 22年度各会計決算額

＊水道事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留
保資金、建設改良積立金、減債積立金及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額で補てん

単位：円

歳
入（
入
っ
た
お
金
）　

　

平
成
22
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
３
８

０
億
６
７
０
０
万
円
と
な
り
、
昨
年
度

と
の
比
較
で
は
、
総
額
で
4
億
１
６
０

０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
地
方

税
や
譲
与
税
等
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た

が
、
地
方
交
付
税
の
増
加
や
、
市
債

（
臨
時
財
政
対
策
債
）
の
借
入
額
の
増

加
（
10
億
９
３
０
０
万
円
）
が
主
な
要

因
で
す
。

　

地
方
税
収
入
は
減
で
は
あ
り
ま
す
が

市
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
事
業
に
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
入
湯
税
収
入

４
２
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
主
に
、

観
光
振
興
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
製
・
観
光
宣
伝
や
環
境
衛
生
施
設
、

消
防
施
設
等
の
整
備
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

基
金
残
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
１

３
９
億
６
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比

12
・
8
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

特
別
会
計
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
１
６

４
億
２
５
０
０
万
円
で
前
年
度
比
10
・

0
％
の
増
で
す
。
財
政
調
整
基
金
以
外

は
目
的
の
あ
る
基
金
で
、
計
画
に
沿
っ

て
取
り
崩
し
や
積
み
立
て
を
行
い
、
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
の
地
方
自

治
体
で
財
政
の
窮
状
が
続
く
中
、
財
政

調
整
基
金
等
を
積
み
増
し
す
る
な
ど
、

堅
実
な
財
政
運
営
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

起
債
残
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
３

６
３
億
9
千
万
円
で
前
年
度
比
1
・
7

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
下
水
道
・
水
道
事
業
等
、
特

別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
計
し
た
起
債

残
高
は
、
９
２
３
億
4
千
万
円
で
前
年

比
１
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出（
使
っ
た
お
金
）　

　

歳
出
決
算
額
は
３
７
７
億
５
８
０
０

万
円
で
、
昨
年
度
と
の
比
較
で
は
、
４

億
３
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

人
件
費
・
補
助
費
等
・
投
資
的
経
費

等
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、扶
助
費
・

物
件
費
・
積
立
金
等
が
増
加
と
な
り
、

総
額
と
し
て
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
共
済
組
合
等
負
担
金
や
各

種
委
員
報
酬
な
ど
が
増
え
た
も
の
の
、

職
員
給
与
が
減
っ
た
た
め
若
干
の
減
、

補
助
費
等
は
定
額
給
付
金
が
皆
減
と
徴

税
還
付
金
の
減
、
投
資
的
経
費
は
安
曇

野
赤
十
字
病
院
建
設
補
助
や
小
学
校
整

備
事
業
、
道
路
維
持
・
舗
装
復
旧
な
ど

の
減
が
主
な
も
の
で
す
。
扶
助
費
の
増

額
は
新
規
の
子
ど
も
手
当
が
大
き
な
要

因
で
す
。
物
件
費
は
子
宮
頸
が
ん
等
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
各
種
予
防
接
種
事
業
、

妊
婦
・
乳
児
一
般
健
康
診
査
事
業
、
保

育
園
給
食
調
理
業
務
委
託
な
ど
が
増
え

ま
し
た
。
積
立
金
は
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
、
公
共
施
設
整
備
基
金
な
ど

に
積
み
増
し
を
し
て
次
年
度
以
降
の
財

源
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

平成21年度（内）・平成22年度（外）決算状況

平成21年度（内）・平成22年度（外）決算状況

昨
年
度
に
市
に
入
っ
た
お
金
、
使
っ
た
お
金
を
説
明
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
決
算
公
表

９
月
定
例
市
議
会
に
平
成
22
年
度
安
曇
野
市
の
各
会
計
の
決
算
が
上
程
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
財
源
の
状
況
と
お
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
普
通
会
計
を
中
心
に
ご
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
決
算
を
基
に
作
成
し
た
市
の
財
政
状
況
を
併
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■特集　決算公表

交安交付金

56億5,500万円
15.0％

56億5,800万円
15.2％

35億2,100万円
9.4％

45億5,100万円
12.2％

50億2,900万円
13.5％

55億8,300万円
15.0％

40億4,400万円
10.8％

11億6,700万円
3.1％

76億4,900万円
20.5％

1億2,000万円
0.3％

50億8,700万円
13.5％

46億2,300万円
12.2％

52億7,100万円
14.0％

37億4,700万円
9.9％

43億100万円
11.4％

29億4,300万円
7.8％

60億3,200万円
16.0％

9,800万円
0.3％

市の一番大きなお
財布である「普通
会計」を中心にご
説明します。

入ったお金と
使ったお金、両方とも
増えたのね。

114億3,800万円
30.0％

18億4,100万円
4.9％

58億6,900万円
15.4％

46億9,300万円
12.3％

22億5,300万円
5.9％

13億600万円
3.4％

14億200万円
3.7％

106億6,800万円
28.0％

115億4,400万円
30.6％

18億7,000万円
5.0％

95億9,300万円
25.5％

61億4,900万円
16.3％

40億3,600万円
10.7％

30億5,700万円
8.1％

歳　入
決算額

歳　出
決算額

歳入総額
380 億 6,700 万円

（前年度比 ＋ 1.1％）

歳出総額
337 億 5,800 万円

（前年度比 ＋ 1.2％）



42011.10.26　広報あづみの5 広報あづみの　2011.10.26

地
方
債
（
借
金
）
の
残
高

地
方
債
現
在
高（
表
１
参
照
）

は
普
通
会
計
分
と
し
て
、
３
６

４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
人

口
一
人
当
た
り
の
残
高
は
37
万

２
７
７
３
円
と
な
り
ま
す
）

な
お
、
下
水
道
・
水
道
事
業

等
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を

合
計
し
ま
す
と
９
２
３
億
4
千

万
円
と
な
り
前
年
度
残
高
に
比

べ
10
億
１
千
万
円
減
額
し
ま
し

た
。（
人
口
一
人
当
た
り
の
残

高
は
94
万
５
７
３
８
円
と
な
り

ま
す
）
全
体
的
に
は
下
水
道
事

業
の
減
少
に
伴
い
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
合
併
特

例
債
の
発
行
状
況
は
表
2
の
と

お
り
で
す
。
臨
時
財
政
対
策
債

は
、
国
の
財
源
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
発

行
す
る
地
方
債
で
す
。
景
気
減

退
に
よ
り
発
行
額
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
償
還
に
要
す

る
費
用
は
、
後
年
度
の
基
準
財

政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
国
か
ら

支
払
わ
れ
る
た
め
、
実
質
的
な

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
特
例
債
の
主
な
発
行
内

訳
は
、
地
域
振
興
基
金
の
積
み

立
て
を
は
じ
め
、
給
食
セ
ン
タ

ー
、
保
育
園
・
児
童
館
・
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
安
曇

野
赤
十
字
病
院
建
設
補
助
金
等

で
す
。
合
併
特
例
債
に
つ
い
て

は
18
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
説
明
し

て
い
ま
す
。

基
金
（
貯
金
）
の
残
高

基
金
残
高
（
表
3
参
照
）
に

つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
や

減
債
基
金
は
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
目
的
の
あ
る
そ
の
他

基
金
は
計
画
に
沿
っ
て
取
り
崩

し
を
行
い
、
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（百万円）

農集排会計 下水会計 普通会計
産業団地会計 水道事業会計 臨時財政対策債

（百万円）

合計

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2,278 2,184 2,092 1,998 1,904

43,991 44,468 44,080 43,434
42,521

36,201 36,511 35,720 35,787 36,397

99 84 0 0 0

14,492 13,547 12,827 12,134
11,519

7,937 8,035 8,642 9,692 11,665

97,061 96,794
94,719

93,353
92,341

2,278 2,092 1,998 1,904

43,991 44,468 44,080 43,434
42,521

36,201 36,511 35,720 35,787 36,397

99 84 0 0 0

14,492 13,547 12,827 12,134
11,519

7,937 8,035 8,642 9,692 11,665

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

2,184

財政調整基金 減債基金 その他

特別会計分基金 合計（特会分含む） 合計（一般会計分）

3,802 4,212 4,232 4,406 4,694

1,427 1,644 1,653 1,661 2,237

6,766 7,498 7,053 6,316

1,988 1,956 2,230 2,545 2,458

13,983
15,310 15,168 14,928

16,425

11,995
13,354 12,938 12,383

13,967

0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000
18,000

(百万円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

（百万円）

7,036

3,802 4,212 4,232 4,406 4,694

1,427 1,644 1,653 1,661 2,237

6,766 7,498 7,053 6,316

1,988 1,956 2,230 2,545 2,458

7,036

市の借金と貯金の状況は？

基金残高（表 3）

合併特例債の主な発行内訳（表 2）

地方債残高（表１）

（百万円）

■東日本大震災等による
　被災地への義援金

■地域活性化・経済危機対策事業

■子ども手当

■長野県総合防災訓練

岩手 ･ 宮城 ･ 福島県へ 1500万円、栄村へ
200万円、岩手県遠野市へ100 万円、宮城
県多賀城市へ 100 万円、福島県南相馬市
へ 100 万円を義援金として送りました。

国の経済対策事業として
平成 21 年度に予算化さ
れ、ほとんどを繰り越し
事業として平成 22 年度
に実施しました。主な事
業は、小中学校、幼稚
園、地域公民館の地デジ
対策、豊科南部保育園整
備を行いました。

平成 22 年度から支給開始になりました。

平成 22 年 9 月には、主会場を豊科南部総
合公園、サブ会場を豊科南中学校、豊科駅、
安曇野合同庁舎、安曇野赤十字病院、県立
こども病院として、大規模な訓練を実施し
ました。

昨年度、昨年度、
こんなことに取り組みました。

435 万円

2,000万円

16億
5,418万円

5億
1,150万円

事 業 名 予 算 額 内　容

本庁舎建設事業 1,650 万円 基本計画の策定や不動産鑑定、地質調査ほか業務委託などの経費です。

地域活性化・き
め細かな臨時交
付金事業

3 億 7,160 万円

国の経済対策事業として平成 21 年度に予算化され、ほとんどを繰り越
して平成 22 年度に実施しました。主な事業としては、農業体験や直売
加工施設の整備、市道新設・維持補修、林道・林業施設整備、小中学校
の整備等を行いました。

北穂高保育園
改築事業 2,250 万円 老朽化した北穂高保育園の改築工事として、平成 22 年度は用地測量、

実施設計、仮園舎借り上げを行いました。工事着手は本年度。
子宮頸がん等ワ
クチン接種事業 2,417 万円 平成 22 年度中途からの新規事業で、子宮頸がん、インフルエンザ菌Ｂ型、

小児用肺炎球菌の予防接種の推進をしました。

農業振興作物等
推進助成 5,207 万円

平成 22 年度から戸別所得補償モデル対策の開始と、また、本年度から
の本格実施に併せ、担い手支援と水田活用上の戦略作物の作付拡大を推
進するため、市独自の補助金交付を実施しました。

「おひさま」関連
経費 1,524 万円 連続テレビ小説の放映を機に、訪れる観光客向けの案内看板整備や、「お

ひさま」推進協議会へ補助金を支出しました。
土地利用等詳細
調査業務委託 1,942 万円 全市統一した土地利用制度確立に向けて、条例・規則、土地利用基本計画・

景観計画を策定、平成 23 年４月から豊科地域を除き施行となりました。
北部学校給食セ
ンター建設事業 2 億 8,920 万円 北部学校給食センター建設工事に着手しました。平成 23 年度内に完成

予定です。

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度
臨時財政対策債 1,177.7 臨時財政対策債 400 臨時財政対策債 1,000 臨時財政対策債 1,554 臨時財政対策債 2,647 
合併特例債　計 1,772.6 合併特例債　計 3,177.0 合併特例債　計 1,685.8 合併特例債　計 2,006.1 合併特例債　計 2,027.1 

中部・南部給食センター　 376.1 中部・南部給食センター　　 964.3 穂高交流センター 348.2 穂高交流センター 66.0 堀金児童館 45.1 
豊岳荘建設補助 171.0 穂高交流センター 463.8 有明保育園 576.4 豊科交流センター 69.5 豊科交流センター 321.2 
地域振興基金 1,225.5 三郷児童館 202.5 安曇野赤十字建設補助      459.5 有明保育園 118.7 豊科南部保育園 58.9 

豊岳荘建設補助 171.0 堀金保育園 301.7 安曇野赤十字建設補助  1,641.3 安曇野赤十字建設補助    1,188.4 
有明保育園 149.9 防災行政無線 38.3 防災行政無線 139.3 
地域振興基金 1,225.5 龍門渕公園 72.3 北部給食センター 274.2 

■特集　決算公表

気になる
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1 2 3 4 5 6

財政の体力
をみる…

財政の
借金をみる…

借金の財政
負担をみる…

人口当たり
の職員数

行政運営
経費をみる…

財政の
ゆとりをみる…

財政力指数 地
ち ほ う さ い

方債残高 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率 職員数 人件費・物件費等 経
けいじょうしゅうし

常収支比率

地
方
債
と
は
、
地
方
自
治
体

の
借
金
で
す
。
市
民
一
人
当
た

り
の
地
方
債
現
在
高
（
借
金
残

高
）
は
、
５
６
５
８
円
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
臨
時
財

政
対
策
債
の
借
り
入
れ
に
伴
う

増
額
で
す
。
今
後
も
市
の
建
設

計
画
に
沿
っ
て
借
り
入
れ
を
行

い
ま
す
が
、
将
来
の
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
計
画
的
な
借
り
入

れ
を
行
い
ま
す
。

借
入
金
（
公
債
費
）
の
返
済

額
や
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
の
額

の
大
き
さ
を
指
標
化
し
財
政
負

担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
3
カ

年
の
平
均
で
算
出
さ
れ
、
13
・

6
％
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は

8
ペ
ー
ジ
で
解
説
し
ま
す
。

人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

は
6
・
94
人
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
公
務
員
を
減
ら
す

努
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地

方
公
共
団
体
も
定
員
の
削
減
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。安
曇
野
市
に
お
い
て
も
、

合
併
に
よ
る
行
政
管
理
部
門
の

統
合
等
と
も
相
ま
っ
て
年
々
職

員
数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
22
年
度
は
0
・
05
人

の
増
で
し
た
。

人
口
一
人
当
た
り
の
人
件

費
・
物
件
費
等
は
前
年
度
に
比

べ
１
６
０
９
円
の
増
額
で
し

た
。人

件
費
は
減
額
し
た
も
の

の
、
予
防
接
種
や
健
康
診
査
な

ど
健
康
維
持
等
の
事
業
外
の
増

に
よ
り
物
件
費
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
行
政
改
革
等
を

進
め
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
職
員

給
与
な
ど
の
詳
細
は
16
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

経
常
収
支
比
率
と
は
、
経
常

的
に
支
出
す
る
経
費
（
経
常
的

経
費
）
の
た
め
に
「
経
常
一
般

財
源
」（
市
税
・
地
方
交
付
税
等
）

が
ど
れ
だ
け
消
費
さ
れ
た
か
を

示
す
比
率
で
す
。

経
常
収
支
比
率
は
6
・
2
ポ

イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
（
昨
年

度
87
・
1
％
）。
子
ど
も
手
当

導
入
な
ど
に
よ
る
扶
助
費
の
増

額
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
財

源
の
一
部
で
あ
る
臨
時
財
政
対

策
債
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、

全
体
的
に
は
前
年
度
よ
り
下
が

り
ま
し
た
。

職
員
数

人
口
千
人
当
た
り
職　員

６
・
94
人

4
人
件
費
・

物
件
費
等

人
口
一
人
当
た
り
10
万
９
５
７
１
円

5

経け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

常
収
支

比
率

80
・
９
％

6

財
政
力
指
数
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
の
強
弱
を
示
す

指
数
で
す
。
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
収
入
額
、
基
準
財
政
需

要
額
か
ら
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

「
１
」
以
下
で
あ
れ
ば
、
そ
の

不
足
部
分
が
地
方
交
付
税
と
し

て
交
付
さ
れ
、「
１
」
以
上
で

あ
れ
ば
、
地
方
交
付
税
は
不
交

付
と
な
り
、
自
前
の
財
源
だ
け

で
い
わ
ゆ
る
「
標
準
的
行
政
サ

ー
ビ
ス
」
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

22
年
度
は
、
21
年
度
に
全
国

的
な
地
方
税
収
の
落
ち
込
み
に

よ
り
（
一
年
遅
れ
で
算
入
さ
れ

る
）、
交
付
税
が
増
加
傾
向
と

な
り
、
こ
れ
に
伴
い
財
政
力
指

数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

県
内
19
市
の
中
で
の
順
位
は

8
番
目
で
し
た
。
な
お
、
19
市

の
平
均
は
0
・
５
８
５
で
す
の

で
、
平
均
以
上
の
財
政
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
力
指
数

０
・
６
１
０

1

実じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ

質
公
債
費　

比
率

3

13
・
６
％

決
算
状
況
を
ま
と
め
る
際
に
は
、

各
種
の
財
政
指
標
の
算
定
も
行
わ
れ

ま
す
。
全
国
の
自
治
体
で
用
い
ら
れ

て
い
る
指
標
に
よ
っ
て
、
市
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

左
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成

21
年
度
を
基
準
と
し
て
、
平
成
22
年

度
の
各
指
標
の
変
化
を
表
し
て
い
ま

す
。
グ
ラ
フ
が
外
側
に
広
が
っ
た
方

が
、「
財
政
状
況
が
好
転
し
て
い
る
」

と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安曇野市の財政体力は？1. 財政力指数

6. 経常収支比率
2. 地方債現在残高

（人口一人当たり）：円

5. 人件費・物件費等
（人口一人当たり）：円

4. 職員数（人口1,000人当たり）

3. 実質公債費比率

平成 22 年度
平成 21 年度

地ち
ほ
う
さ
い

方
債
残
高

2人
口
一
人
当
た
り
37
万
２
７
７
３
円

■特集　決算公表

分析その１

財政指標

平成 22 年度と平成 21 年度の各指標の変化
（平成 21 年度を基準として比較）

80.9

109,571

0.643

367,115

14.4

6.89

107,962

87.1

6.94
13.6

372,773

0.610 安曇野市の財政力
をチェック
します！
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普
通
会
計
等
（
一
般
会
計
、

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
）
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
た
も
の
で

す
。
22
年
度
実
質
収
支
は
黒
字

で
す
の
で
、
実
質
赤
字
比
率
は

「
－
」（
数
値
な
し
）
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
実
質
赤
字
比
率
は
、
比

率
の
高
さ
以
前
に
、
そ
の
値
が

算
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
自
治

体
に
と
っ
て
憂
慮
さ
れ
る
も
の

で
す
が
、
安
曇
野
市
は
算
定
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
黒
字
額

を
標
準
財
政
規
模
で
除
し
て
、

黒
字
額
の
比
率
と
し
て
算
出
す

る
と「
0
・
52
％
」と
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計
、
さ

ら
に
は
一
部
事
務
組
合
等
、
第

三
セ
ク
タ
ー
を
加
え
た
、
す
べ

て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し

た
も
の
で
す
。
全
会
計
と
も
黒

字
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
は
「
－
」（
数

値
な
し
）
と
な
り
ま
し
た
。
参

考
ま
で
に
黒
字
額
を
基
に
比
率

を
算
定
す
る
と
「
15
・
83
％
」

と
な
り
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、

こ
の
比
率
も
算
出
さ
れ
る
こ
と

自
体
が
自
治
体
に
と
っ
て
憂
慮

さ
れ
る
も
の
で
す
。
安
曇
野
市

は
連
結
実
質
赤
字
比
率
も
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

借
入
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に

準
じ
る
も
の
の
額
の
大
き
さ
を

指
標
化
し
財
政
負
担
の
程
度
を

示
す
も
の
で
す
。
実
質
公
債
費

比
率
の
算
出
は
、
3
ヵ
年
の
平

均
で
す
の
で
、
13
・
6
％
と
な

り
ま
し
た
。

単
年
度
と
し
て
は
平
成
20

年
度
14
・
8
％
、
平
成
21
年
度

13
・
4
％
、
平
成
22
年
度
12
・

9
％
と
な
り
ま
す
。
平
成
21
年

度
、
22
年
度
を
比
較
す
る
と
一

般
会
計
に
お
け
る
公
債
費
の
実

額
算
入
見
込
み
額
が
５
３
３
億

円
あ
り
、
実
質
的
な
負
担
額
は

約
１
０
２
億
円
と
な
り
ま
す
の

で
、
将
来
負
担
比
率
は
49
・
０

％
と
な
り
ま
す
。

将
来
負
担
額
の
主
な
も
の

は
、
地
方
債
の
現
在
高
（
一
般

会
計
等
）
３
６
４
億
円
、
公
営

企
業
債
等
に
係
る
繰
り
入
れ
見

込
み
額
２
８
９
億
円
で
す
。
こ

の
大
半
が
交
付
税
措
置
の
あ
る

地
方
債
で
、
そ
の
分
の
５
３
３

億
円
は
、
基
準
財
政
需
要
額
算

入
見
込
み
額
と
し
て
控
除
し
て

算
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
基
金
の
額
も
多
額
で

あ
り
、
こ
の
分
も
控
除
さ
れ
ま

す
の
で
、
将
来
負
担
比
率
は
早

期
健
全
化
基
準
に
比
べ
、
非
常

に
低
い
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、

公
営
企
業
の
事
業
規
模
と
比
較

し
て
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

資
金
不
足
額
と
は
、
基
本
的

に
は
流
動
負
債
と
流
動
資
産
の

差
額
に
な
り
ま
す
が
、
流
動
負

債
の
方
が
多
く
資
金
不
足
額
が

生
じ
て
い
れ
ば
、
１
年
以
内
の

債
務
に
対
す
る
支
払
い
能
力
が

な
い
こ
と
に
な
り
、
経
営
状
況

に
余
裕
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。逆

に
流
動
資
産
の
方
が
多
け

れ
ば
、
１
年
以
内
の
債
務
を
一

時
に
果
た
し
て
も
な
お
余
裕
が

あ
る
こ
と
に
な
り
、
突
発
的
な

事
項
に
対
し
て
も
対
処
可
能
な

経
営
状
況
と
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
公
営
企
業
の
成

り
立
ち
に
も
よ
り
ま
す
が
、
平

成
22
年
度
の
決
算
に
お
い
て

は
、
す
べ
て
の
公
営
企
業
に
お

い
て
、
赤
字
は
算
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

負
担
額
が
６
８
０
万
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
普
通

交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
が

増
と
な
り
、
標
準
財
政
規
模
が

前
年
度
に
比
べ
8
億
７
７
０
０

万
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
以

上
の
こ
と
か
ら
単
年
度
に
お

け
る
比
率
は
0
・
5
％
の
減
と

な
り
、
3
ヵ
年
平
均
値
で
は
、

0
・
8
％
下
が
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
13
・
6

％
で
す
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に

早
期
健
全
化
基
準
（
25
％
）
を

大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会

計
等
の
地
方
債
残
高
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負

担
等
の
程
度
を
指
標
化
し
た
も

の
で
す
。
将
来
負
担
比
率
の
算

定
に
用
い
ら
れ
る
将
来
負
担
額

は
、７
６
４
億
円
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
充
当
可
能
基
金
が
１

２
５
億
円
、
特
定
財
源
見
込
み

額
が
４
億
円
、
基
準
財
政
需
要

分析その２

財政健全化
指標

　

安
曇
野
市
の
平
成
22
年
度
決

算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
健
全

化
判
断
比
率
は
、
左
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。
各
指
標
の

比
率
は
す
べ
て
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
り
ま
し
た
。

1 2 3 4 5

一般会計等の
赤字をみる…

全会計の
赤字をみる…

借金等の財政
負担をみる…

将来の負担
程度をみる…

公営企業の
赤字をみる…

実
じっしつ

質赤字比率 連結実質赤字比率 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

平成 22 年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率の状況　　　（単位：％）

比率 参考値 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ―
（―）

▲ 0.52
（▲ 0.54）

12.08
（12.15）

20
（20）

連結実質赤字比率 ―
（―）

 ▲ 15.83
（▲ 15.71）

17.08
（17.15）

35
（40）

実質公債費比率 13.6
（14.4）

25
（25）

35
（35）

将来負担比率 49
（61.2）

350
（350）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されな
い場合は、「－」を記載。黒字の数値を参考値として「▲」で記載しています。（　　）内は平
成 21 年度決算に基づく数値を記載しています。

■特集　決算公表

【用語解説】
普通会計

各地方自治体の財政状況の把握や地方自治体間の財政比較等のために用いられる
会計で、一般会計と特別会計（公営企業会計など特定の特別会計を除く。）を合
算し、会計間の重複等を控除した統計上、観念上の会計。

地方交付税
本来地方の税収入とすべきものですが、地方公共団体間の財源の不均衡を調整し、
全ての団体が一定の水準を維持できるよう財源を保障するねらいから、国税とし
て国が代わって徴収し、一定の合理的な基準によって再配分する、いわば「国が
地方に代わって徴収する地方税」。

臨時財政対策債
地方交付税の交付原資の不足に伴い、地方交付税に代わる地方一般財源として発
行可能となった、特例的な地方債。

合併特例債
市が発行する市債の１つであり、合併団体で策定した新市建設計画に基づいて実
施する公共施設の整備や合併後の地域振興のための基金積立事業に対して発行す
る地方債。合併特例債は元利償還時に償還額の 70％が基準財政需要額に算入さ
れる有利な地方債であるが、30％は一般財源において返済することとなる。

財政調整基金
地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するために設けられる基金。

減債基金
地方債の償還（返済）を、計画的に行うために設けられる基金。

決算審査報告
平成 22 年度決算および財政健全化判断比率等について、８月に監査委員より決算審査報告を受けました。

結果の概要は次のとおりです。
１ 一般会計・特別会計歳入歳出決算・公営企業会計決算について、決算書およびその付属書類は、いずれ

も関係法令に準拠して作成されており、計数等は関係諸帳簿および証書類と照合した結果、正確である
ものと認められた。また、各基金の運用状況を示す書類の計数は、関係諸帳簿と符合し正確で、運用状
況についても適正であると認められた。予算執行状況は、その目的に沿っておおむね適正に執行されて
いるものと認められた。

２ 健全化判断比率および資金不足比率について、その算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも
適正に作成されているものと認められた。財政面において、各種の指標を総体的にみれば健全な財政運
営を維持しているものと推測される。引き続き健全性の確保に努められるよう要望する。

実
質
赤
字

比
率

－

12
連
結
実
質

赤
字
比
率

－

3
実
質
公
債
費

比
率

13
・
６
％

4
将
来
負
担

比
率

49
・
０
％

5
資
金
不
足

比
率

－

各指標とも早期
健全化の基準を
大きく下回った
んだね。
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医
療
費
控
除
の
手
続
き
の
流
れ

毎
年
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
は
市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
期
間
で
す
。申
告
期
間
が
終
了
間
近
に
な
る
と
、

相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。今
か
ら
準
備
し
て
お
き
、早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
申
告
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。今
回
は
、医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
１　

今
か
ら
準
備
！
税
の
申
告

注目
情報1医

療
費
控
除
と
は
？

　

納
税
者
本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を

一
に
す
る
親
族
の
医
療
費
を
、
そ
の
納

税
者
が
支
払
っ
た
場
合
に
、
下
図
の
計

算
方
法
に
よ
る
金
額
を
所
得
額
か
ら
控

除
す
る
も
の
で
す
。
実
際
に
支
払
っ
た

医
療
費
や
、
医
療
費
控
除
額
が
戻
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
控
除
を
受
け
る

に
は
、
翌
年
、
確
定
申
告

4

4

4

4

が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
医
療
費
は
？

　

医
師
な
ど
に
よ
る
診
療
・
治
療
の
費

用
や
、
診
療
・
治
療
に
必
要
な
医
薬
品
、

医
療
用
器
具
の
購
入
費
な
ど
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
美
容
目
的
や
健
康
維
持
、

予
防
の
た
め
な
ど
、
治
療
に
直
接
必
要

と
し
な
い
も
の
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
？

１
．
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
を

　

保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

確
定
申
告
の
際
に
領
収
書
（
原
本
）

が
必
要
で
す
。
領
収
書
は
医
療
を
受
け

た
人
ご
と
、
病
院
ご
と
に
仕
分
け
し
て

お
く
と
、
後
で
ま
と
め
や
す
い
で
す
。

２
．
医
療
費
の
明
細
書
を
作
成
し
ま
す

　

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
を
、
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
、
病
院
ご
と
に
集
計
し

ま
す
（
記
入
例
①
）。
保
険
契
約
や
健

康
保
険
で
支
給
さ
れ
る
給
付
金
や
高

額
療
養
費
な
ど
も
忘
れ
ず
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
（
②
）。
支
払
っ
た
医
療

費
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
の
合
計
額
を
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
ま
す

（
③
）。
明
細
書
左
下
の
計
算
式
に
当
て

は
め
て
、
医
療
費
控
除
額
（
Ｇ
）
を
計

算
し
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
の
様
式
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
で
き
ま
す
。
任
意
の
用
紙
に

記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
領
収
書
を
入
れ
る
封
筒
は
所
定

の
も
の
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

３
．
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、提
出
し
ま
す

　

医
療
費
の
明
細
書
、
領
収
書
、
収
入

の
わ
か
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

と
一
緒
に
提
出
し
ま
す
。
な
お
、
所
得

税
で
医
療
費
控
除
を
す
る
必
要
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
市
県
民
税
額
に
影

響
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

は
、
1
月
4
日
（
水
）
か
ら
最
寄
り
の

税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

　
（
72･

３
１
１
１ 
72･

８
３
４
０
）

医療費控除額の計算方法は

１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
額

医
療
費
控
除
額

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
（
注
１
）

10
万
円
（
た
だ
し
、そ
の
年
の

所
得
の
合
計
額
が
２
０
０
万
円
未

満
の
人
は
、そ
の
金
額
の
５
％
）

（Ａ）

－ － ＝

（Ｂ） （Ｆ） （Ｇ）

【明細書の記入例】

生命保険契約などで支給される入院費給付金や、健康保険などで支給される
高額療養費などの金額です。

（注１）

本年 65 歳になる人へ

～市県民税のおはなし～
平成 21 年 10 月から、65 歳以上の人が受給する公的年

金からの市県民税の特別徴収が始まりました。この制度
は、市県民税の納付方法が変更されたものです。年間の
税額の計算方法は今までと同じですので、1 年間の税額
は変わりません。
●対象となる人は

市県民税を納めている人のうち、次のすべてに該当す
る人が対象です。
・4 月１日現在で 65 歳以上の人
・老齢または退職を支給事由とする公的年金の受給額が

年額 18 万円以上の人
・介護保険料が公的年金から特別徴収されている人
※対象者であっても、死亡・転出などの理由で年の途中

で年金からの特別徴収が停止になる場合があります。
●対象にならない人は　
・老齢または退職を支給事由とする公的年金などの受給

額が、年額 18 万円未満の人
・障害年金、遺族年金の支払いを受けている人（これら

の年金は非課税ですので対象にはなりません）

65 歳以上で新たに公的年金から市県民税が
特別徴収となる場合（初年度）

例：年税額が 12万円の場合

●年金振込通知書　
年金特別徴収の対象となる
人は、お手持ちの年金振込
通知書に次のように市県
民税について記載があり
ます。なお、年金振込
通知書に記載の「個人
住民税額」は「市県民
税」のことです。

▶個人で納付 ▶ 10月より年金から特別徴収

普通徴収
第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期
３万円 ３万円 0 円 0 円

年金特別徴収
4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月
0 円 0 円 0 円 2 万円 2 万円 2 万円

公的年金に係る市県民税の半分
を２回に分けて納付

第１、２期に納付した分を差し
引いた残りの額を３回に分けて
年金から特別徴収

安曇　太郎

安曇野市豊科 4932-46

安曇　太郎

○○病院○○市○○

２３

○○○ 87,000 0
154,000

250,000

250,000

2,300,000

190,000

115,000

100,000

90,000

60,000

60,000

60,000

9,000 0
○○○
○○○

□□医院□□町□□
△△薬局△△市△△

安曇　花子
〃

本人
妻
〃

�������������������
① ②

③

※所得金額の合計（D）が
2,300,000 円の場合の
記入例です。
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大
地
震
へ
の
ダ
ム
の
安
全
性
は
？

東
京
電
力
が
管
理
す
る
５
つ
の
ダ
ム
、そ
の
安
全
性
、日
ご
ろ
の
ダ
ム
管
理
、万
一
、

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、聞
い
て
み
ま
し
た
。

（
文
中
の
説
明
・
写
真
は
東
京
電
力 

提
供
）

水
力
発
電
所
５
つ
の
ダ
ム

注目
情報2

12

●
５
つ
の
ダ
ム
の
役
割
は
？

　

東
京
電
力
が
管
理
す
る
5
つ
の
ダ
ム

で
は
、
貯
水
し
た
水
を
使
い
水
力
発
電

を
行
っ
て
い
ま
す
。
5
つ
の
ダ
ム
の
発

電
量
は
最
大
２
２
２
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

一
般
家
庭
の
約
75
万
世
帯
が
使
う
電
気

に
相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ム
の
水
量
調
節
機
能
に
よ

り
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
や
、
梓

川
・
高
瀬
川
を
含
む
犀
川
周
辺
の
洪
水

被
害
の
軽
減
を
果
た
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ダ
ム
建
設
時
に
は
、
地
層
や
岩
盤
の

調
査
を
徹
底
的
に
行
い
、工
法
を
決
定
、

岩
盤
の
弱
い
部
分
は
適
切
な
処
理
を
施

す
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
い
建
設
し

ま
し
た
。

●
ダ
ム
の
寿
命
は
？

　

ダ
ム
は
、
長
期
の
使
用
に
耐
え
る
よ

う
、
施
工
時
に
徹
底
し
た
品
質
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
極
め
て
丈
夫
で
安
定
し

た
構
造
物
で
す
。
奈
川
渡
ダ
ム
で
は
、

建
設
時
に
ダ
ム
と
同
じ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
作
っ
た
試
験
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
て
、

継
続
的
に
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

で
も
建
設
時
と
同
程
度
の
強
度
を
保
持

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
国
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式

ダ
ム
で
古
い
も
の
は
、
兵
庫
県
神
戸
市

の
布
引
五
本
松
ダ
ム
（
施
工
１
９
０
０

年
）
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
大
き

な
損
傷
は
な
く
、
今
も
水
道
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
存
す
る
最
古
の
ダ
ム
は
、

大
阪
府
大
阪
狭
山
市
の
狭
山
池
（
完
成

７
世
紀
前
半
）
で
、
今
で
も
農
業
用
水

の
供
給
や
洪
水
調
節
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
地
震
に
対
す
る
安
全
性
と
管
理

　

体
制
は
？

　

5
つ
の
ダ
ム
の
耐
震
設
計
は
、
現
在

の
ダ
ム
の
設
計
基
準
（
河
川
管
理
施
設

等
構
造
令
）
に
も
適
合
し
た
耐
震
設
計

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
設
計
基
準

に
よ
り
設
計
さ
れ
た
ダ
ム
は
、
こ
れ
ま

で
の
大
地
震
で
も
貯
水
機
能
に
影
響
を

与
え
る
よ
う
な
損
傷
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
、
耐
震
性
が
高
い
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
7
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
後
、
奈
川
渡
ダ
ム
・
高
瀬
ダ
ム
・
七

倉
ダ
ム
を
対
象
に
、
ダ
ム
周
辺
の
活
断

層（
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線
ほ
か
）
に
よ

り
想
定
さ
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク

ラ
ス
の
地
震
を
ダ
ム
に
作
用
さ
せ
た
検

討
を
行
っ
た
結
果
で
も
、
貯
水
機
能
に

問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
国
の
技
術
指
針
の
動
向
や
最

新
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
ダ
ム
の
安
全

性
を
継
続
的
に
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

5
つ
の
ダ
ム
で
は
、ダ
ム
の
状
況（
漏

水
量
、
水
圧
な
ど
）
を
二
十
四
時
間
監

視
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
異
常
な
動
き

が
確
認
さ
れ
れ
ば
警
報
を
発
し
、
直
ち

に
計
測
デ
ー
タ
の
確
認
や
現
場
点
検
を

行
う
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の

計
測
結
果
で
は
安
全
上
懸
念
さ
れ
る
ダ

ム
の
挙
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ダ
ム
付
近
で
震
度
４
以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
計
測
デ
ー

タ
を
確
認
し
ま
す
。
万
一
、
異
常
が
確

認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
放
流
設
備
を
使

い
、
貯
水
位
を
低
下
さ
せ
て
ダ
ム
の
安

全
性
を
確
保
し
ま
す
。
そ
の
際
の
放
流

は
、
事
前
に
安
曇
野
市
・
警
察
署
・
消

防
署
な
ど
の
関
係
機
関
へ
の
連
絡
や
、

サ
イ
レ
ン
お
よ
び
拡
声
器
に
よ
る
周
知

を
行
っ
た
う
え
で
、
安
全
な
方
法
で
実

施
し
ま
す
。

問
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

　
（
72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

　

東
京
電
力
㈱
松
本
電
力
所

　
（
33
・
０
２
２
０
）

河川 ダム 貯水量
（完成時） 完成年 工法

梓　川 奈川渡（ながわど）、水殿
（みどの）、稲核（いねこき）

約１億５千
万立方㍍

昭和 44 年
（1969 年）

アーチ式コン
クリートダム

高瀬川 高瀬（たかせ）、七倉（な
なくら）

約１億９百
万立方㍍

昭和 53 年
（1978 年）

ロックフィル
ダム

安曇野市周辺の東京電力㈱が管理するダム

①ダム建設時の岩盤検査の状況
②亀裂など異常がないか点検
③変位計でミリ単位の動きを点検
④間隙水圧力計でダムが受ける水圧

を確認

市
の
対
応
に
つ
い
て

市
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
東
京
電

力
と
連
絡
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　

東
京
電
力
か
ら
ダ
ム
の
異
常
に
関

す
る
通
知
が
あ
っ
た
場
合
、
防
災
無

線
な
ど
を
通
じ
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を

行
い
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

奈川渡ダムにおける計測配置図
ダム本体（下流から見た面）

ダム本体、基礎岩盤の動き、水圧、漏水など５つの項
目のわずかな変化について、24 時間体制で監視して
います。

記号 種類 計測のねらい 箇所数
変位

（プラムライン）
ダムの動き（変形）を精密
に測定します。 5 測線

漏水量計
（ダム本体）

ダム本体からの微量な漏
水の変化を測定します。 3 箇所

漏水量計
（岩盤）

基礎岩盤からの微量な漏
水の変化を測定します。 5 箇所

揚圧力計 基礎岩盤を通してダムが受け
る水圧の変化を測定します。 7 箇所

変位
（光波測量）

ダム下流面の動きを全体
的に把握します。 26箇所

岩盤

岩盤

①

②

③

④

高瀬ダム
高さ 176.0m

（新高瀬川発電所）

七倉ダム
高さ 125.0m

（中の沢発電所）

稲核ダム
高さ 60.0m

（竜島発電所）

水殿ダム
高さ 95.5m

（水殿発電所）

奈川渡ダム
高さ 155.0m

（安曇発電所）

高瀬川

奈良井川

犀川

梓川

安曇野市

大町ダム
※国土交通省の管理するダムです
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　連続テレビ小説「おひさま」の最終話をみんなで観
ようと、10 月 1 日、みらいでパブリックビューイング
が開催され、事前に申し込んだ約 150 人の市民が大き
なスクリーンで最終話の放映を楽しみました。
　鑑賞の後には、昭和女子大学学長の坂東眞理子さん
から「強く優しく生きる女性」と題した講演が行われ
ました。坂東さんは、おひさまを見て感じた事、あら
ためて思い出した事などにふれながら、「戦後の日本人
には明確な目標があったが、豊かになった現在はそれ
を見失っている」と話し、「これからは自分の持ってい
るものを、人のためにどう使うかを考えて欲しい。一
人ひとりが良いものを持っているはず。それを磨き強
くして、人に役立ててあげてください」と結びました。

　9 月 10 日、11 日の 2 日間、図書館フェ
スタが「みらい」を会場に行われ、コンサー
トや講演会、講座、お話会など多彩な催し
に、多くの市民が訪れました。
　11 日の午後には、絵本作家のとよたかず
ひこさんによる講演会「あずさ号にのって、
ももんちゃんがやってきました」が開催さ
れました。とよたさんは紙芝居や大きな絵
本、スクリーンなども使って、代表作「ご
ろごろごろん」「でんしゃにのって」「もも
んちゃん」シリーズなどを紹介しました。
　また、講座「くるくるまわるひかりの
灯
とうろう

篭をつくりましょう」にお母さんと参加
した小林優太くん（小 5、三郷）は、「きれ
いにできて良かったです」と感想を話して
いました。
　図書館フェスタは、より図書館を身近な
ものに感じてもらおうと毎年開催されてお
り、今回は 2 日間でのべ 2,900 人程が訪れ
ました。

10/1　「おひさま」パブリックビューイング・坂東眞理子さん講演会

9/10・11　図書館フェスタ

「おひさま」   爽やかに最終回

人と本と図書館をつなぐ

　市消防団（小出博一郎団長）は 10 月 2 日、イオン豊科
店東側駐車場で「第 3 回消防フェスティバル」を開催し
ました。この催しは、団員の確保が難しい中、消防団に
対する理解を深めてもらおうと行っているものです。こ
の日は市民約千人が来場。消防車両や消防団活動パネル
の展示、煙が充満したテントの中を通る体験や消火体験、
女性消防隊による紙芝居、音楽喇

ら っ ぱ

叭隊による演奏など、
親しみやすく工夫された催しを楽しんでいました。
　市の消防団員数は、現在、984 人で、定数 1,090 人を満
たしておらず、多くの分団が団員不足になっています。
私たちの地域を守る防災の要だけでなく、つながりの場、
活躍の場でもある消防団。団員を募集しています。（関連
記事 30 ページ）

10/2　市消防団 第 3回消防フェスティバル

頼りになります！消防団

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
安
曇
族
発
祥
の
地 

福
岡
市
髙
島
市
長
が
宮
澤
市
長
を
表
敬
訪
問

■
初
の
木
造
園
舎 

北
穂
高
保
育
園
の
工
事
が
始
ま
る

　

北
穂
高
保
育
園
改
築
工
事
の
起

工
式
が
9
月
19
日
、
現
地
で
行
わ

れ
、
関
係
者
40
人
が
出
席
し
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
昭
和
49
年

に
建
て
ら
れ
た
旧
園
舎
は
老
朽
化
が

進
み
、
延
長
保
育
な
ど
へ
対
応
す
る

に
は
施
設
が
手
狭
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
園
舎
は
今
の
園
舎
を
取

り
壊
し
、
同
じ
敷
地
内
に
市
の
保
育

園
と
し
て
初
め
て
木
造
平
屋
建
て

（
遊
戯
室
の
み
鉄
骨
造
り
）
で
建
設

し
ま
す
。
園
舎
建
設
工
事
費
は
3
億

５
７
０
０
万
円
で
、
定
員
は
90
人
、

延
長
保
育
、
未
満
児
保
育
に
も
対
応

で
き
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど
環

境
へ
も
配
慮
し
た
園
舎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
完
成
予
定
は
平
成
24
年
12
月

で
す
が
、
現
在
の
年
長
園
児
も
一
部

　

市
内
で
9
月
25
日
ま
で
開
か
れ
た

全
国
安
曇
族
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た

福
岡
市
の
髙
島
宗
一
郎
市
長
が
、
26

日
、
宮
澤
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。
同
市
東
区
と
は
、
旧
穂
高
町
時

代
か
ら
古
代
「
阿
（
安
）
曇
族
」
を

ル
ー
ツ
と
す
る
交
流
が
続
い
て
い
ま

す
。
平
成
3
年
か
ら
続
く
青
少
年
の

相
互
訪
問
事
業
は
、
市
と
な
っ
た
現

在
も
行
わ
れ
て
い
て
、
一
年
ご
と
に

小
中
学
生
が
互
い
の
ま
ち
を
訪
問
し

あ
っ
て
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
で
懇
談
し
た
宮
澤
市
長
と

髙
島
市
長
は
、
交
流
や
観
光
・
産
業

振
興
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
宮
澤
市
長
は
、

人
的
交
流
だ
け
で
な
く
特
産
物
な
ど

の
交
流
促
進
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

ま
し
た
。
髙
島
市
長
は
、
福
岡
市
役

所
横
広
場
に
あ
る
特
産
物
出
店
ブ
ー

ス
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
安
曇
族
サ
ミ

ッ
ト
な
ど
を
通
じ
、
広
く
市
民
の
相

互
交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
話
し

ま
し
た
。

完
成
し
た
新
し
い
園
舎
で
卒
園
式
を

迎
え
る
予
定
で
す
。

　

宮
澤
市
長
は
「
木
の
ぬ
く
も
り
を

生
か
し
、
自
然
と
調
和
し
た
園
で
、

今
ま
で
の
良
い
点
を
残
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
育
つ
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

起工式であいさつをする宮澤市長

宮澤市長と懇談する髙島福岡市長（中央）



1617 広報あづみの　2011.10.26

市
の
職
員
数
や
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

（1）職員の採用及び退職の状況
　　平成 22 年度退職者 39 名　平成 23 年 4 月採用者 26 名

（2）職員数の状況

●職員の任免及び職員数に関する状況

●特別職の報酬等の状況（平成 22 年度）

●職員の勤務時間とその他勤務条件の状況
（1）勤務時間の状況

原則として１日 7 時間 45 分（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分。休憩時間を除く）勤務です。
休日は原則として土・日、祝日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）です。

（2）年次休暇の取得状況
平成 22 年中の一人当りの平均取得日数は 7.9 日でした。

（3）育児休業の取得状況
平成 23 年 4 月 1 日現在育児休業中の職員は 23 人でした。

●職員の分限および懲戒処分の状況
　分限処分とは公務能率の維持を目的に職員になされる処分であり、一方懲戒処分は職員の義務違反
に対するものや全体の奉仕者にふさわしくない非行のあった場合になされる処分です。
　平成 22 年度中の処分件数は、分限処分が 4 人（心身の故障の場合の休職）、懲戒処分はありませんでした。

●職員の研修の状況
　一般研修である「新規採用職員研修」、「住民満足度向上研修」等は　543 人、専門研修である「財
務会計事務研修」、「法制執務研修」等は 362 人、階層別研修である「一般行政職員研修」、「係長研修」
等は 48 人、派遣研修である「県への派遣研修」等は 2 人が行いました。なお、これらは人事課が行
っている研修項目の集計です。

●職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断などの実施状況

　健康診断の受診者数は 317 人、人間ドック受診者数は 407 人、がん検診受診者数は延べ 159 人でした。
（2）職員互助会の設置及び活動状況 

　地方公務員法第 42 条に基づき安曇野市職員互助会を設置し、職員の健康増進、体力向上、その他
福利厚生に関する事業を実施しています。

・互助会名称　　　安曇野市職員互助会・長野県市町村職員互助会　（会員数　777 名）
・職員互助会費　　給料月額の 3.5/1000　・市負担金　給料月額の 3.5/1000　（市負担金総額 1,079 万円）
・平成 22 年度決算額　　収入 6,190 万円　支出 4,558 万円　
（支出の主な内訳：県互助会掛金・負担金 1,726 万円、県互助会からの給付金 1,653 万円、
職員スポーツ大会 135 万円）

・平成 23 年度予算額　　6,952 万円　（うち市負担総額 1,018 万円）
（3）公務災害の認定状況

　公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一定の補償が行われます。
　公務災害認定・・・・3 件　　　　通勤公務災害・・・・2 件

（4）不利益処分に関する不服申し立ての状況等
　勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

部　門 職員数（人） 対前年
増減数Ｈ 22.4.1 Ｈ 23.4.1

一般行政

議会 7 7 0
総務 176 178 2
税務 48 51 3
民生 176 173 － 3
衛生 61 63 2
労働 1 1 0

農林水産 49 52 3
商工 18 19 1
土木 56 55 － 1
小計 592 599 7

特別行政 教育 81 80 － 1

公営企業等

水道 27 19 － 8
下水道 20 12 － 8
その他 48 45 － 3
小　計 95 76 － 19

合計 768 755 － 13
（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属する職員数であり、休職者などを含み、
　　 臨時または非常勤職員を除いています。

（注）市長、副市長の給料月額は、条例による減額後の額です。

区　分 月　額 期末手当
給料

（注）
市　長 742,400 円 6 月期　1.45 月分

12 月期　1.45 月分
　　計　　2.90 月分

（加算措置 40％）

副市長 691,200 円

報 酬
議　長 459,000 円
副議長 383,000 円
議　員 360,000 円

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には特別職（市長等、審議会委員など）に支給される給料、報酬等を含みます。

●職員の給与の状況

住民基本台帳人口
（平成 23 年３月３１日現在）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

97,639 人 37,757,771 千円 131,222 千円 5,769,889 千円 15.3％

（2）職員給与費の状況（平成 23 年度一般会計予算）

（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

736 人 2,787,204 千円 312,457 千円 1,018,842 千円 4,118,503 千円 5,596 千円

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を 100 とした場合の
　　 給与水準を示す指数です。

（3）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

区　分 安曇野市 全国市平均
22 年度 96.3 98.8

（4）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 23 年４月１日現在）

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
安曇野市 329,135 円 358,458 円 44 歳 1 月 371,133 円 377,500 円 55 歳 7 月
長野県 349,229 円 414,205 円 45 歳 7 月 293,795 円 322,387 円 53 歳 10 月

（5）職員の初任給の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）
 区　分 安曇野市 長野県 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 175,600 円 Ⅰ種 181,200 円
Ⅱ種 172,200 円

高校卒 140,100 円 142,300 円 140,100 円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成 23 年４月１日現在）

区　分
経験年数

7 年以上
10 年未満

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

一　般
行政職

大学卒 240,435 円 272,212 円 314,228 円
高校卒 ― 239,080 円 288,580 円

※国、県と同じ支給率です。

（7）職員の手当の状況
○退職手当（平成 23 年 4 月 1 日現在）

区　分
支給率

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

職務上の段階による加算措置　有

○期末手当・勤勉手当（平成 22 年度）

区　分
支給割合

期末手当 勤勉手当
６月期 1.25 月分 0.70 月分

12 月期 1.35 月分 0.65 月分
計 2.6 月分 1.35 月分

職務の級による加算措置　有
※国と同じ支給割合です。

○その他の手当

手当名 内　　　　　　容

扶　養　手　当
主として職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
○配偶者　　　　　　　　月額 13,000 円
○配偶者以外の扶養親族　月額 6,500 円（15 歳～ 22 歳の子１人につき 5,000 円加算）

寒 冷 地 手 当
11 月～３月の各月に支給　　○扶養親族のある世帯主　月額　17,800 円

○扶養親族のない世帯主　月額　10,200 円
○その他の職員　　　　　月額　 7,360 円

通　勤　手　当 ○交通機関利用の場合　　通勤に要する運賃相当額（月額 55,000 円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道2Km以上）月額2,000円～（片道60Km以上）月額24,500円

管 理 職 手 当 職制上の段階により支給
時間外勤務手当 時間外の勤務 1 時間につき、給料月額を基本とした時間単価の 125％～ 160％を支給

特 殊 勤 務 手 当
○感染症等防疫作業手当　　 日額 500 円　○行旅死病人取扱手当　1 件 1,500 円～ 2,500 円
○犬猫等死体処理作業手当　 １件 500 円　○野犬等処理作業手当　1 件 500 円
○福祉業務手当　　日額 300 円～ 500 円

住　居　手　当 借家等の場合　月額 27,000 円限度
宿 日 直 手 当 宿日直 1 回につき　4,200 円　

市政トピックス

問本庁舎内人事課　471・2000 671・5155
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　  新本庁舎基本設計に関する
　市民ワークショップを
　開催します

市では、「本庁舎等建設基本計画」に掲げる
3 つの基本理念に沿った庁舎を建設するため、
市民と設計者が協働して基本設計案を作り上
げることを目的として市民ワークショップを
開催します。多くの市民の皆さまのご参加を
お願いします。

●参加要件
昨年行った本庁舎建設ユニバーサルデザイ

ン市民会議（ワークショップ）へ参加した人、
および自由参加として安曇野市内に住所を有
する高校生以上の市民で、できるだけ全日程
に参加できる人。

自由参加の場合は、事前申込は不要です。（開
会 15 分前までに受付）。ただし、参加者多数
の場合、抽選とさせていただきます。

●ワークショップの進め方
設計者である新本庁舎基本設計共同企業体

（内藤・小川原・尾日向設計共同企業体）が進
行を務めます。

●その他
　・各会場に、手話通訳者、要約筆記者がいます。
　・日当・交通費の支給はありません。

問本庁舎内 庁舎建設推進課
471・2000 671・5000

回 日　時 場　　所

第 1 回 11/ 5（土）
13：30 ～ 16：00 三郷公民館講堂

第２回 11/12（土）
9：30 ～ 12：00

堀金総合支所
301 号大会議室

第３回 11/19（土）
9：30 ～ 12：00

穂高健康支援センター
集団指導室

第４回 11/26（土）
13：30 ～ 16：00 豊科ふれあいホール

第５回 12/ 3（土）
13：30 ～ 16：00 明科公民館講堂

本
庁
舎
建
設
に
向
け
て

建
設
の
財
源 

合
併
特
例
債
Ｑ
＆
Ａ

市政トピックス

市
で
は
、
平
成
27
年
中
の
本
庁
舎
開
庁
に
向
け
て
現
在
、
基
本
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

基
本
設
計
内
容
の
素
々
案
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
に
綴
じ
込
み
の
別
冊
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
建
設
の
財
源
で
あ
り
、
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
「
合
併
特
例
債
」
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

Ａ「合併市町村が合併の翌年から 10 年間に限
り（安曇野市の場合は平成 27 年度まで）新市建
設計画に掲げた事業の整備に活用できる地方債
制度です。対象事業費の 95％を借り入れること
ができ、元利償還金の 70％について普通交付税
算定時に基準財政需要額に算入されて交付され
ます。償還期間は 20 年以内です。合併特例債を
借り入れないで建設した場合には、すべて市の
負担で建設することになります。

Ａ 正確には「元利償還金」（元金と利子の合計
額）の 70％が普通交付税の算定に用いる基準財
政需要額に算入される」ということです。安曇
野市も平成 22 年度に支払った元利償還金に対し
て、70％分相当額が普通交付税として交付され
ました。
　借入先の金融機関等へは元利償還金を市が
100％返済しますが、普通交付税として元利償還
金の 70％分相当額の交付を受けます。

　平成 22 年度元利償還額
　　　　　　　　　　　　668,101 千円　
　平成 22 年度基準財政需要額に算入された額
　　　　　　　　　　　　467,671 千円　

Ａ 活用できる建設事業とは、合併後の安曇野
市まちづくり計画（建設計画）に基づいて行う
次に掲げる事業となります。

・一体性の速やかな確立を図るために行う公
共的施設の整備事業

・均衡ある発展に資するために行う公共的施
設の整備事業

・建設を総合的かつ効果的に推進するために
行う公共的施設の整備事業

※合併特例債を活用した主な事業
保育園（堀金・有明の森・有明あおぞら・豊
科南部）、児童館（三郷・堀金）、給食センター

（中部・南部・北部）、交流学習センター（穂高・
豊科）、防災行政無線などの整備。発行額など
詳しくは「5 ページ」をご覧ください。

Ａ 対象事業費とは、事業費のうち地方債（合
併特例債）の対象となる事業費のことで、消耗
品や 1 件 20 万円以下の備品等は入りません。し
たがって、地方債の対象事業費の 95％であって

「事業費すべての 95％」ではありません。

Ａ 合併特例債に対する国の方針等に特段の変
更はありませんが、東日本大震災で被災した合
併市町村に対しては、発行期限（合併後 10 年間）
を５年間延長することとなりました。

Ａ 「合併特例債が返せなくなる」事態とならな
いように、予算や決算状況を毎年議会および監
査委員会へ提出し、審議していただいています。
　また、今後 10 年間の財政計画を作成し、財政
状況の変遷を視野に入れ財政運営を行っていま
す。財政状況（決算状況や財政計画等）は市のホー
ムページへ掲載しています。

合併特例債とはなんですか？Ｑ
「元利償還金の 70％が普通交付
税に算入されます」とはどのよ
うなことですか？

Ｑ

活用できる建設事業は？すでに
活用した事業と合併特例債の発
行額はどのくらいですか？

Ｑ
「対象事業費の 95％」とは、「事
業費すべての 95％」ということ
ですか？

Ｑ

東日本大震災のような未曾有の
大災害があっても国の方針に変
化はないですか？

Ｑ

普通交付税が減額されれば、合
併特例債が返せなくなるのでな
いですか？

Ｑ

合併特例債の詳しい内容については、安曇野庁舎
内 財政課までお問い合わせください。
471・2000 671・5000



2021 広報あづみの　2011.10.26 2011.10.26　広報あづみの

安曇野市教育委員会

生涯学習

Public Library

図書館

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
新
し
い
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
青
少
年
の
健
全
育

成
を
狙
い
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動
で
す
。
こ

の
活
動
は
、力
強
く
生
き
ぬ
く
力
を
養
う
場
、

自
ら
の
力
を
育
て
る
場
と
し
て
、
体
だ
だ
け

で
は
な
く
心
の
健
や
か
な
成
長
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く

り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
募
集
し
て
い
る
団

体
は
次
の
と
お
り
で
す
。希
望
す
る
場
合
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局　
（

88
・
３
５
１
６
）

　

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
専
用
の
用
具
を
使
っ
て
楽
し
く
運
動

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
程　

11
月
30
日
か
ら
平
成
24
年
2
月
15

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日（
一
部
休
み
あ
り
）

●
時
間　

午
後
1
時
20
分
～
2
時
50
分

●
場
所　

豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

体
育
館

●
講
師　

市
体
育
指
導
委
員

●
対
象　

一
般

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円

　
（
別
途
保
険
料
１
６
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら
8
日

（
火
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午

前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　

マ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
道
具

を
使
っ
て
、
楽
し
く
元
気
に
遊
び
ま
す
。

●
日
程　

11
月
29
日
か
ら
平
成
24
年
２
月
14

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日（
一
部
休
み
あ
り
）

●
時
間　

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
講
師　

山
縣 

美
智
代
さ
ん

　
　
　

水
口 

朋
巳
さ
ん

●
対
象　

年
中
児
・
年
長
児
（
本
年
度
参
加

経
験
の
な
い
人
）

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円

　
（
別
途
保
険
料
６
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

11
月
２
日
（
水
）
に
社
会
教

育
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　

こ
れ
ま
で
に
終
了
し
た
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

競
技
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
大
勢
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
空
手
道
》

●
開
催
日　

９
月
11
日
（
日
）

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

形
の
部

●
幼
年　

優
勝　

柳
澤 

優
衣

●
小
学
生
1
・
2
年

男
子
優
勝　

笠
井 

深
智

女
子
優
勝　

浅
野 

千
遥

●
小
学
生
3
・
4
年

男
子
優
勝　

斉
藤 

遥

女
子
優
勝　

矢
島 

萌
唯
奈

●
小
学
生
5
・
6
年

男
子
優
勝　

笠
井 
悠
智

女
子
優
勝　

山
越 
月

●
中
学
生

男
子
優
勝　

三
宅 

浩
生

女
子
優
勝　

山
﨑 

舞
海

●
高
校
生　

女
子
優
勝　

寳 

織
愛

●
一
般

男
子
優
勝　

安
永 

智
宏

女
子
優
勝　

平
林 

眞
智
子

組
手
の
部

●
幼
年　

優
勝　

柳
澤 

優
衣

●
小
学
生
1
・
2
年

男
子
優
勝　

田
中 

蓮

女
子
優
勝　

浅
野 

千
遥

●
小
学
生
3
・
4
年

男
子
優
勝　

降
幡 

巽

女
子
優
勝　

山
越 

星

●
小
学
生
5
・
6
年

男
子
優
勝　

木
内 

聡
哉

女
子
優
勝　

山
越 

月

●
中
学
生

男
子
優
勝　

藤
原 

亨
祐

女
子
優
勝　

山
越 

陽

●
高
校
生　

女
子
優
勝　

寳 

愛
実

●
一
般　

女
子
優
勝　

山
﨑 

智
子

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
》

●
開
催
日　

９
月
18
日
（
日
）
～
19
日
（
月
）

●
場
所　

穂
高
西
中
学
校
体
育
館

●
男
子
優
勝　

三
郷
中
学
校

●
女
子
優
勝　

豊
科
南
中
学
校

●
日
時　

11
月
27
日
（
日
）

受
付　

午
前
８
時
45
分
～

対
局
開
始　

午
前
９
時
40
分

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂
、
講
義
室

●
種
目

囲
碁（
申
告
段
級
位
に
よ
っ
て
組
み
分
け
）

将
棋　

Ａ
級
（
３
段
以
上
）

　
　
　

Ｂ
級
（
初
級
・
２
段
）

　
　
　

Ｃ
級
（
級
位
者)

　
　
　

小
学
生
の
部

●
招
し
ょ
う
へ
い聘
プ
ロ
棋
士

　

大
澤
健
朗
プ
ロ
（
囲
碁
の
部
）

　

髙
崎
一
生
プ
ロ
（
将
棋
の
部
）

●
参
加
費　

無
料

昼
食
（
６
０
０
円　

自
己
負
担
）
の
注
文

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
者
・
在
勤
者

●
申
し
込
み

10
月
26
日
（
水
）
～
11
月
11
日
（
金
）
の

間
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
参
加
申
込
書

に
よ
り
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

～
住
所
録
を
作
っ
て
み
よ
う
！
～

●
日
時　

11
月
22
日
、
24
日
、
25
日

（
全
３
回
）
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
11
時
30
分

②
年
賀
状
講
座

～
市
販
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
絵
や
写
真
の
入
っ

た
年
賀
状
を
作
っ
て
み
よ
う
！
～

●
日
時　

12
月
６
日
、
７
日
、
８
日
（
全
３

回
）
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分

～
共
通
～

●
場
所　

豊
科
公
民
館 

大
会
議
室

●
対
象
者　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
、
Ｖ
ｉ
ｓ

ｔ
ａ
、
７
の
い
ず
れ
か
の
パ
ソ
コ
ン
を
持

参
で
き
る
人
で
、
文
字
入
力
等
あ
る
程
度

操
作
が
で
き
る
人
。

全
３
回
出
席
が
可
能
な
人
。

●
受
講
料　

６
０
０
円
＋
別
途
テ
キ
ス
ト
代

●
講
師　

田
中 

さ
お
り 

さ
ん

●
定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

11
月
8
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
豊
科
公
民
館
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

※
①
②
の
両
方
の
受
講
は
不
可
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

豊
科
図
書
館
が
開
館
し
て
間
も
な
く
１
年

に
な
る
事
を
記
念
し
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

開
場　

午
後
１
時

開
演　

午
後
１
時
30
分
～

（
午
後
３
時
終
了
予
定
）

講
演
会
終
了
後
サ
イ
ン
会
あ
り

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
題　
「
世
界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
」

●
定
員　

１
７
０
人（
全
席
指
定
）入
場
無
料

●
申
し
込
み　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら
15
日

（
火
）
ま
で
の
間
に
、
次
の
方
法
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
れ
ぞ
れ
、郵
便
番
号
・
ご
住
所
・
お
名
前
・

電
話
番
号
・
同
伴
さ
れ
る
人（
２
人
ま
で
）・

ご
住
所
・
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者

に
は
11
月
下
旬
ま
で
に
招
待
状
を
発
送
し

ま
す
。
招
待
状
の
発
送
を
も
っ
て
、
当
選

者
の
発
表
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
座
席
は
全
席
指
定
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
の
場
合　

は
が
き
、
も
し
く
は
封
書

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
送
付
先　

３
９
９
‐
８
５
０
５

安
曇
野
市
豊
科
５
６
０
９
‐
３

安
曇
野
市
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
内

開
館
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
係

②
フ
ア
ク
ス
の
場
合　

73
・
１
８
０
２
（
交

流
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
ル
の
場
合

bunka@
city.azum

ino.nagano.jp

へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

④
持
参
の
場
合　

安
曇
野
市
内
各
図
書
館
の

開
館
日
で
、
中
央
館
は
午
前
９
時
～
午
後

８
時
・
他
の
館
は
午
前
10
時
～
午
後
６
時

ま
で
の
間
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

に
備
え
付
け
の
申
込
書
で
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

●募集競技と地域
丸印の付いている競技と地域に募集して
いる団体があります。

豊
科
図
書
館
開
館
１
周
年
記
念

田
部
井
淳
子 

講
演
会

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
の
募
集

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
２
回

安
曇
野
市 

囲
碁
・
将
棋
大
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
２
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

種
目
別
競
技
会
の
結
果

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
全
10
回
）

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室（
全
10
回
）

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

田部井 淳子さんプロフィール
1939（昭和 14）9 月 22 日、福島県三春町に生まれる。
1962（昭和 37）昭和女子大 英米文学科卒業。社会人の山

岳会に入会し、登山活動に力を注ぐ。
1969（昭和 44）『女子だけで海外遠征を』を合言葉に女

子登攀クラブを設立。
1975（昭和 50）エベレスト日本女子登山隊 副隊長兼登攀

隊長として、世界最高
峰エベレスト 8848m

（ネパール名：サガル
マータ、中国名：チョ
モランマ）に女性世界
初の登頂に成功。

1992（平成 4）女性で世界初
の 7 大陸最高峰登頂者
となる。

地　　域 豊科 穂高 三郷 堀金 明科
小・中学生別 小 中 小 中 小 中 小 中 小 中

サッカー ○ ○ ○ ○

サッカー女子 ○

バレーボール ○ ○ ○ ○ ○

ミニバスケットボール ○ ○ ○ ○ ○

卓球 ○

軟式野球 ○ ○ ○ ○

乗馬 ○

柔道 ○

バドミントン ○ ○

剣道 ○ ○

ラグビー ○ ○

空手道 ○ ○ ○

硬式野球 ○ ○

合気道 ○
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中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

　

子
ど
も
た
ち
に
、
本
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝

え
る
方
法
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
や
お
話
の

会
が
、
近
年
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
従
来
の
や
り
方
で
は
、
対
応

で
き
ず
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
例
も
で
て

き
て
い
ま
す
。
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
ど

も
、重
度
の
障
害
を
か
か
え
て
い
る
子
ど
も
、

そ
し
て
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
た
ち
へ
、

本
を
使
っ
て
ど
ん
な
事
が
で
き
る
の
か
。

　
「
本
と
子
ど
も
の
発
達
を
考
え
る
会
」
の

皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
工
夫
し

て
い
る
こ
と
、
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と

を
、
読
み
聞
か
せ
の
実
演
を
交
え
な
が
ら
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
読
み
聞

か
せ
に
使
っ
て
い
る
本
、
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
た
ち
を
理
解
す
る
本
の
展
示
も
行
い
ま

す
。

●
日
時　

11
月
12
日(

土)

　

午
前
10
時
～
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

●
会
場　

安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

本
と
子
ど
も
の
発
達
を
考
え
る
会

会
長　

越
高 

令
子
さ
ん

●
定
員　

１
６
０
人（
入
場
無
料　

先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

安
曇
野
市
図
書
館
講
演
会

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ

の
本
の
読
み
聞
か
せ
～
私
た
ち

が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
～

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

お
す
す
め
の
一
冊

信
州
む
か
し
語
り

　

山
と
民
の
話

は
ま
み
つ
を 

作

紹
介
す
る
人

熊
井 

喜
久
子 

さ
ん（

豊
科
）

　

郷
土
の
作
家 

は
ま
み
つ
を
の
遺
作
と

い
う
の
で
手
に
と
っ
て
み
た
。
六
章
、

五
十
五
話
か
ら
成
り
、
た
だ
継
承
さ
れ
て

き
た
昔
話
で
は
な
く
、
題
材
の
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
た
逸
話
の
意
外
性
に
「
え
ー
、
そ

う
な
ん
だ
！
」
と
ま
ず
興
味
が
わ
く
。
聞

き
覚
え
の
あ
る
山
や
川
が
あ
ち
こ
ち
に
出

て
来
て
、
そ
こ
は
か
と
な
く
郷
愁
に
包
ま

れ
る
。
八
面
大
王
の
家
来
が
、
常
念
坊
等

異
な
っ
た
話
に
突
然
出
現
す
る
因
果
関
係

の
存
在
も
お
も
し
ろ
い
。
作
者
が
目
の
前

で
語
っ
て
い
る
よ
う
な
親
し
み
や
す
い
文

体
に
人
柄
と
温
か
さ
を
彷ほ
う
ふ
つ彿
さ
せ
る
。
一

話
一
話
が
短
編
な
の
で
「
忙
し
く
て
読
書

な
ん
て
・
・
・
」
と
い
う
人
に
も
お
す
す

め
で
す
。

図書館映画上映会（入場無料） 
「ブタがいた教室」2008 年 日本 日本語字幕あり

●日時　11 日（金）　開場　18：30　上映　19：00 ～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　16 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや
堀金図書館　●日時　23 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

◇中央図書館　おはなしのとびら
　中央図書館おはなしのへや
　2・9・16・23 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇中央図書館　おはなしとしょかん
　中央図書館おはなしのへや
　19 日（土）	10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）

◇豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　18 日（金）	11：00 ～（乳幼児対象）
◇豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　18 日（金）	16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　ポケットの会
　三郷図書館児童室
　12 日（土）	10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇堀金図書館　おはなしのへや
　堀金図書館児童コーナー
　 8 日（火）	10：30 ～（乳幼児対象）
　15 日（火）	16：15 ～（幼児以上対象）
◇明科図書館　ひまわりおはなしの会
　明科図書館内おはなしの部屋
　26 日（土）	11：00 ～（乳幼児以上対象）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

11 月のイベント

田淵行男記念館 豊科郷土博物館

穂高公民館

安曇野髙橋節郎記念美術館

遺作展「磯
いそがい

貝 猛
たけし

の北アルプス」
　山岳写真家、磯貝猛（1954 ～ 2010）
は、1981 年より故山本和雄に師事し、
北アルプス南部、安曇野の撮影を中心
に活動する一方で、妙高・火打から丹
沢、奥多摩、奥武蔵の山も撮影取材を
しました。出版社・山と溪谷社の各冊
子や、昭文社『山と高原地図』シリー
ズの調査執筆を担当し、毎年その山域
を精査しました。
　毎年冬の撮影に通った燕岳の麓

ふもと

、安
曇野市穂高に移り住み、北アルプス
南部を中心に撮影ツアーを行うなど、
重
ちょうじょう

畳とした山々の美しさに魅せられて
撮影と執筆活動を続けてきました。し
かし、2010 年 8 月に、長野・岐阜県
境の北アルプス北穂高岳の山頂近く
で、滑落により 55 歳の若さで亡くな
りました。
　本展では、今後成熟していく過程で
あった磯貝の遺作展として、山々の広
がりを感じさせる画面に、その悠

ゆうよう

揚か
つ繊細な美しさや、情緒に満ちた優し
さを素直に表現した四季折々の作品、
約 25 点を紹介します。
●会　期　11 月 8 日（火）～ 12 月 27

日（火）
●開館時間　9：00 ～ 17：00
●入館料　高校生以上 300 円、中学生

以下無料
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）、

祝日の翌日（但し、12 月 24 日は
開館）

小企画展「山のある暮らし」
展示説明会の開催

　現代よりも、もっと山が身近だった
昔の暮らしや道具についてより深く学ん
でみませんか。担当職員がご案内します。
●日　時　11 月 3 日（木・祝）

　　　　10：00 ～（30 分ほど）
●場　所　博物館　１階展示室
●受講料　無料（ただし入館料が必要）
●申し込み　不要

「押絵の干
え と

支をつくってみよう
～辰年編～」受講者募集

　松本平の伝統文化・押絵をつくって
みませんか。来る年が良い年になるよ
う願いをこめて、来年の干支の辰

たつ

を作
ります。初心者でも簡単に作れます。
小学生のお子さんと親子でのご参加も
大歓迎です。
●日　時　11 月 27 日（日）13：30 ～

　　　　16：30
●場　所　博物館学習室
●講　師　三村 隆彦さん（松本・ベ

　　　　ラミ人形店）
●受講料　1,000 円（材料代込）
●持ち物　筆記用具（鉛筆・消しゴム・

黒のボールペン）、はさみ、ウェッ
トティッシュ（手をふくため）、手
芸用ボンド（木工用でも可）・ステ
ッィクのり・カッター

●定　員　20 人
●申し込み　11 月１日（火）から 25

日（金）までに郷土博物館へ電話で
お申し込みください。

クリスマスに間に合うマジック講座
　いろいろな会で芸ができたらうれし
いですね。マジックは人に驚きと楽し
さを与えてくれます。ぜひこの機会に
挑戦してみませんか。
●日　時　11 月 9 日（水）・16 日（水）・

23日（水）・30日（水）・12月7日（水）
（全 5 回）13：30 ～ 15：00

●場　所　穂高会館 講義室２
●講　師　柳原 和男さん
●定　員　20 人（先着順）
●対　象　市内在住の人
●参加料　1 回 200 円
　　　　　希望者は用具代 1,500 円
　　　　　（トランプ、ロープ、リング）
●申し込み　10月31日（月）より受け

付け。電話でお申し込みください。
（受付時間は 9：00 ～ 17：15）

※詳細は後日参加者にお知らせします。

企画展　陶芸クラブ「絆」作品展
　三郷公民館の陶芸クラブ「絆」で作
陶に励んでいる皆さんの作品 50 点ほ
どを展示します。
●会　期　11月11日（金）～18日（金）
●時　間　9：00 ～ 17：00
●会　場　1F 企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（祝日の場合はその

　　　　翌日）

安曇野スタイル２０１１
　安曇野スタイル 2011 への参加企画
として、下記の催しを開催します。
　期間中の 11 月 3 日（木・祝）～
6 日（ 日 ） は 団 体 料 金（ 大 人 400
円 → 350 円、 高 校・ 大 学 生 300 円
→ 250 円）で常設展（秋）をご覧い
ただけます。また、毎日先着 10 組に
記念館グッズをプレゼントします。
※ 11 月４日（金）は開館します。
サンドアート石田恵美 こころの窓
●会　期　10 月 26 日（水）～ 11 月 6

　　　　日（日）
●場　所　美術館南の蔵
●入場料　無料
●主　催　石田恵美さん
安曇野スタイルの家
古民家バージョン at 髙橋節郎館主屋
―安曇野らしい家づくりー
●会　期　11月3日（木・祝）～6日（日）
●場　所　美術館主屋
●入場料　無料
●主　催　安曇野遊山グループ
紅葉観賞茶会
●日　時　11 月 6 日（日）

　　　　13：00～15：00（雨天決行）
●場　所　美術館庭園
●参加費　無料
●申し込み　不要（先着 50 人）
●協　力　裏千家安曇野会の皆さん

第７回北穂高芸術展開催
　北穂高地区の住民や出身者が制作し
た芸術作品を展示する展覧会を開催し
ます。絵画、彫刻、書、工芸、写真、
手芸など多岐にわたる作品が出展され
ます。
●会　期　11月12日（土）～27日（日）
●時　間　9：00 ～ 17：00
●場　所　美術館主屋、南の蔵
●休館日　11月14日（月）、21日（月）、

　　　　24日（木）
●入場無料（髙橋節郎作品展示室は有料）

472・9964 688・2010 4672・5672

482・5970 682・3990

481・3030 682・0551

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

貞享義民記念館
477・7550 677・7551

磯貝猛撮影《残照の燕岳》
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明科公民館

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

収穫の秋、明日の笑顔につながる
講演会とほのぼのコンサート

　日本の食卓でおなじみの味
み そ

噌は栄養
価の高い優れた加工食品で、たくさん
の効能があり、長寿国日本を築いてき
ました。この味噌の知られざるパワー
について学び、日々の食生活に生かし
ましょう。
　講演の後は、明科中学校出身の奏者
によるフルートとピアノの演奏会で
す。クラシックから童謡まで幅広い曲
を演奏します。暖かく澄んだフルート
の音色をご家族おそろいでお楽しみく
ださい。
●日　時　11 月 5 日（土）

　　　　13：30 ～ 16：00
●場　所　明科公民館 講堂
●内　容

第一部　講演会「味噌の効能と健康
　　づくり」講師　山本則子さん（ス
　　ープの会代表）
第二部　フルートコンサート

　　　藤木めぐみさん（フルート）
　　　小林和子さん（ピアノ）
●定　員　80 人（先着順）入場無料
●申し込み　事前申し込みは不要で

す。当日、直接会場へお出掛けくだ
さい。

安曇野ゆかりの芸術家
「小室孝雄展」

　穂高上原出身の小室孝雄（1892 ～
1955）は戦中戦後に活躍した画家で
す。文展・帝展・日展において高い評
価を得る一方で、長野県の美術界の発
展に貢献しました。また、戦中は従軍
画家として戦地において絵筆をとりま
した。
　本企画展では、市内の公共施設や個
人宅に所蔵される小室作品およそ 50
点を展示します。安曇野出身の画家の
業績をご覧ください。
●会　期　11 月 5 日（土）～ 12 月 4

　　　　日（日）
●時　間　9：00 ～ 18：00
●会　場　多目的交流ホール
●内　容　小室孝雄の描いた油彩画・

　　　　水彩画・デッサンなど
●入場料　無料
●休館日　月曜日・11 月 24 日（木）

第 12 回　かおすの会 詩展
　かおす会員による詩、絵画や彫刻、
工芸、写真などの展示（コラボレーシ
ョン）を行います。
●日　時　11 月 3 日（木・祝）～ 6 日

　　　　（日）9：00 ～ 17：00（最終
　　　　日は 16：00 まで）

【最終日（6 日）の内容】
13：00 ～「つどい」と題し講演会やコ

ンサートを行います。
1. 講演会（江戸川乱歩賞受賞者　遠

藤 武文さん）
2. コンサート（ハーモニカ奏者　宮

下 豊光さん）
※お 2 人とも安曇野市在住
3. ティータイム（30 分の自由な歓談・

交流）
●入場料　無料
●問い合わせ　詩誌「かおす」発行所

　柳沢さん（482・0082）

第５回　碌山美術館友の会
会員美術記念展

　碌山美術館の美術講座などで力を磨
いた初参加の会員から、美術界で長年
活躍されている会員までの力作が展示
されます。また、全国から絵画、彫刻、
工芸部門に毎年 50 点を超える作品が
出品されます。
●日　時　11月18日（金）～23日（水・

　　　　祝）9：00 ～ 17：00（最終
　　　　日は 15：00 まで）

●入場料　無料
●問い合わせ　碌山美術館内友の会
　　　　　　　事務局（482・2094）

462・4605 662・5894

碌山公園研成ホール
4682・0769

豊科交流学習センターきぼう
471・4033 673・1802

小室孝雄「白いブラウスの女」

11 月 13 日（日）まで開催中！「安曇野ミュージアムギャラリー トークリレー 2011」
　市内および市観光協会加盟の美術館・博物館の魅力をよ
り多くの皆さまに知っていただくため、各施設で展示品など
についてガイドするギャラリートークを 14 施設で連携し「ギ
ャラリートークリレー」と題して開催します。
　各施設のスタッフがご案内する展示品や施設の「なるほど」
なエピソードを探しに行きましょう。また、ギャラリートーク
を受講し、スタンプを集めると抽選で素敵な記念品のプレゼ
ントがあります。
　各施設とも多くの皆さまとお話できるようお待ちしています。
●開催期間　11月13日（日）まで

各施設でのギャラリートーク実施時間は、各施設へお問
い合わせいただくか、市内公共施設、観光施設、美術館・
博物館等に設置しているポスター・チラシをご覧ください。

●実施施設　右表のとおり
●参加費用　各施設にて入館料の支払いが必要です。

問い合わせ　文化課文化振興係
（462・3090 662・3525）

番号 施　　設　　名 住　　所 電話番号

1 安曇野髙橋節郎記念美術館 安曇野市穂高北穂高 408-1 81-3030

2 碌山美術館 安曇野市穂高 5095-1 82-2094

3 田淵行男記念館 安曇野市豊科南穂高 5078-2 72-9964

4 安曇野市豊科近代美術館 安曇野市豊科 5609-3 73-5638

5 貞享義民記念館 安曇野市三郷明盛 3209 77-7550

6 安曇野ジャンセン美術館 安曇野市穂高有明 4018-6 83-6584

7 安曇野市穂高郷土資料館 安曇野市穂高有明 7327-72 83-8844

8 有明美術館 安曇野市穂高有明 7402-5 83-3701

9 井口喜源治記念館 安曇野市穂高 4312 82-5570

10 安曇野市穂高陶芸会館 安曇野市穂高 8414-17 82-6750

11 臼井吉見文学館 安曇野市堀金烏川 2701 72-6743

12 安曇野山岳美術館 安曇野市穂高有明 3613-26 83-4743

13 安曇野市天蚕センター 安曇野市穂高有明 3618-24 83-3835

14 安曇野ちひろ美術館 北安曇郡松川村西原 3358-24 0261-62-0772

　
「
平
和
の
つ
ど
い
」
開
催
に
先
立
ち
、

市
内
中
学
生
徒
が
感
じ
た
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
、
争
い
に
対
す
る
考
え
や
平
和

へ
の
思
い
な
ど
を
つ
づ
っ
た
作
文
を
紹

介
し
ま
す
。

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

　

広
島
に
行
っ
て
平
和
学
習
を
し
て
み

て
、
私
は
今
ま
で
以
上
に
平
和
へ
の
関

心
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
広
島
に
あ
る

原
爆
ド
ー
ム
は
写
真
で
見
る
よ
り
、
実

際
に
見
た
時
の
方
が
、
も
う
一
生
戦
争

を
起
こ
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
気
持

ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
世
界
か

ら
核
兵
器
が
無
く
な
る
ま
で
燃
え
続
け

る
、「
平
和
の
と
も
し
び
」を
見
て
、
そ

の
日
が
来
る
の
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
は
核
兵
器

が
無
く
な
り
、
世
界
が
平
和
に
な
る
事

を
願
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
平
和
に
つ
い
て
こ
う
思
っ
て
い

ま
す
。
平
和
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
平

等
に
生
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
戦
争

が
な
い
と
い
う
こ
と
。
平
和
は
物
な
の

で
は
な
く
、
今
こ
の
よ
う
な
状
態
な
ん

だ
と
、
自
分
は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、

こ
の
状
況
こ
そ
が
平
和
で
あ
り
、
戦
争

な
ど
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
な
け
れ
ば

平
和
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
自
分
は
、

こ
の
「
平
和
」
が
好
き
で
す
。
こ
の
ま

ま
「
平
和
」
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

ぼ
く
達
は
、
修
学
旅
行
で
広
島
に
平

和
学
習
に
行
き
ま
し
た
。
広
島
市
は
世

界
で
初
め
て
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ぼ
く
達
は
原

　
「
な
ぜ
戦
争
は
起
き
た
の
？
」
そ
れ

は
日
本
人
の
自
分
勝
手
な
行
動
か
ら
始

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
ど
う
や
っ
た

ら
平
和
に
な
れ
る
？
」、
そ
の
回
答
は

自
分
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
争
い

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
平
和
に
な

る
た
め
に
は
、「
差
別
」
や
「
い
じ
め
」

な
ど
を
な
く
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
ま
た
あ
ん
な
過
ち
を
起

こ
さ
な
い
し
、
平
和
で
い
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
世
の
中
う
ま
く
い
か
な
い
事

だ
ら
け
で
も
、
そ
こ
を
が
ま
ん
す
れ
ば

平
和
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
の
祖
母
は
今
79
歳
で
、
13
歳
の

時
に
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
。
お
盆
な

ど
で
家
に
遊
び
に
行
く
と
、
よ
く
戦
時

中
の
話
を
し
て
く
れ
る
。
農
家
だ
っ
た

祖
母
は
、
米
に
こ
そ
困
ら
な
か
っ
た
も

の
の
甘
味
料
な
ど
の
お
菓
子
は
な
く
、

食
料
は
と
て
も
貴
重
で
、
食
事
を
残
す

こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
現
在
、
年

間
何
百
万
ト
ン
も
の
残
飯
を
出
し
て
い

る
日
本
は
、
と
て
も
平
和
な
国
だ
と
思

う
と
同
時
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
思
っ
た
。

「
平
和
に
つ
い
て
」

堀
金
中
学
校

北
澤
　
綾あ

や

さ
ん

「
平
和
？
で
も
…
」

堀
金
中
学
校

栗
林
太た

い
ち地
さ
ん

「
平
和
へ
の
道
」

穂
高
東
中
学
校

古
幡
裕ひ

ろ
し志
さ
ん

「
平
和
へ
の
願
い
」

穂
高
東
中
学
校

宮
沢
有あ

か

り
佳
莉
さ
ん

◎
中
学
生
徒
の
作
文
紹
介

平
和
へ
の
思
い
（
最
終
回
）

平和のつどい　～平和祈念パネルの展示～

　「平和のつどい」を 11 月 26 日（土）に穂高交流学習センターみらい多目的交流ホールで開催します。
つどいに合わせ広島平和記念資料館から借用するヒロシマ・ナガサキ原爆写真パネル 30 枚を展示します。
パネルは当時の惨状を伝えるものです。戦争の恐ろしさ、平和や命の尊さを考える機会として、市民の皆
さんがご覧になれるよう下記の日程で展示します。
　「平和のつどい」の詳細は、11 月発行号の広報紙でお知らせします。
●パネルの展示場所・期間　
・穂高交流学習センターみらい　展示ギャラリー ････････11 月 25 日～ 26 日
・穂高会館講堂入口前ロビー　11 月 29 日～ 12 月 8 日
問本総務課庶務係（471･2000 671･5155）

催し
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
総
合
支
所

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
講
師　

Ｇ
Ａ
Ｃ
（
株
）
総
務
部
人
材

育
成
室
室
長　

安
部
修
氏

●
申
し
込
み　

11
月
8
日
（
火
）
か
ら
、

穂
高
総
合
支
所
内
商
工
労
政
課
で
所

定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
申

し
込
む
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

商
工
労
政
課
工
業
振
興
係

　

市
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、

高
齢
者
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
次

校
5
年
生　

小
平
乃
愛　

▽
「
２
信
州

サ
ー
モ
ン
あ
げ
」
高
校
生　

畑
中
成
莉

星　

▽
「
玉
ね
ぎ
と
牛
肉
の
パ
ス
タ
わ

さ
び
風
味
」穂
高　

田
川
圭
子　

▽「
り

ん
ご
ジ
ュ
レ
」
穂
高　

山
内
由
美
子

　

特
定
疾
患
患
者
の
皆
さ
ん
に
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り

申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
条
件　

11
月
１
日
現
在
、
安
曇

野
市
に
引
き
続
き
6
カ
月
以
上
住
所

を
有
す
る
人
で
、
県
か
ら
次
の
受
給

者
証
・
受
診
券
の
い
ず
れ
か
の
交
付

を
受
け
て
い
る
こ
と

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

●
申
請
者　

支
給
条
件
に
該
当
す
る　

本
人
ま
た
は
そ
の
方
の
看
護
者

●
見
舞
金
の
額　

１
万
２
０
０
０
円

●
申
請
方
法　

最
寄
り
の
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉
課
ま

で
次
の
も
の
を
必
ず
持
参
し
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

▽
各
受
給
者
証
、
受
診
券
▽
振
り
込

み
を
希
望
す
る
通
帳
▽
印
鑑

●
受
付
期
間　

11
月
2
日
（
水
）
～
30

の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
の
う

ち
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
希
望
す
る
人

▽
65
歳
以
上
の
人

▽
60
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害

の
あ
る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

2
級
相
当
）

●
接
種
方
法　

対
象
と
な
る
皆
さ
ん
へ

接
種
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
案
内

に
従
っ
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
接
種
期
限　

12
月
29
日
（
木
）

●
接
種
費
用　

１
０
０
０
円
（
医
療
機

関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
昨
年
度
全
年
齢
の
生
活
保
護

世
帯
お
よ
び
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

を
対
象
と
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業
」は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
移
行
に
伴
い
、
平

成
22
年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し

た
。日

（
水
）
土
日
・
祝
日
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
歯
科
医
師
会
で
は
、「
い
い
歯
の

日
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

無
料
歯
科
検
診

●
日
時　

11
月
5
日
（
土
）

　

午
後
2
時
～
4
時
30
分

●
内
容 

▽
歯
科
検
診

▽
フ
ッ
化
物
塗
布

▽
入
れ
歯
へ
の
名
前
入
れ（
要
予
約
）

●
歯
科
検
診
の
問
い
合
わ
せ
先

高
橋
喜
博
歯
科
医
院

（
73･

３
７
７
１
）

無
料
訪
問
歯
科
検
診

●
対
象　

在
宅
療
養
中
で
、
自
力
で
の

通
院
が
で
き
な
い
人

●
申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
左

記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
訪
問

は
申
し
込
み
順
で
す
。
健
診
結
果
に

よ
っ
て
、
治
療
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
が

必
要
な
場
合
は
後
日
対
応
し
ま
す
。

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
訪
問
時
間
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
相
談
し
ま
す
。

●
訪
問
歯
科
検
診
の
問
い
合
わ
せ
先

天
野
歯
科
医
院

　
（
73･

４
１
８
２ 

72･

９
３
５
８
）

　

平
成
22
年
3
月
策
定
の
、「
安
曇
野

市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
、
現

場
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
を
開
催
し
ま

す
。
生
産
現
場
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
や
、

中
堅
社
員
を
対
象
に
、
企
業
活
動
の
中

核
を
担
う
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
担

う
べ
き
役
割
認
識
、
変
革
リ
ー
ダ
ー
意

識
、
他
社
・
他
者
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身

に
付
け
、
会
社
に
貢
献
で
き
る
人
材
、

組
織
活
力
を
生
み
出
せ
る
人
材
、
変
革

を
推
進
す
る
人
材
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
時
（
全
3
回
）　

▽
平
成
24
年
１

月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
～
5
時
▽

１
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
～
5
時

▽
１
月
27
日
（
金
）
午
前
9
時
～
午

後
5
時

●
場
所　

穂
高
総
合
支
所
別
棟
大
会
議
室

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

な
ら
、ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

市
食
育
推
進
会
議
で
は
、
食
育
推
進

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
べ
た
く
ん
」
の
ご

飯
の
上
に
載
っ
た
特
産
５
品
目
を
使
用

し
た
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
し
た
。
各
部

門
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

食
事
部
門
（
3
作
品
）　

▽
最
優
秀
賞

「
信
州
サ
ー
モ
ン
の
カ
リ
カ
リ
た
つ
た
」

三
郷　

畑
中
智
恵
子　

▽
優
秀
賞
「
信

州
サ
ー
モ
ン
わ
さ
び
づ
け
焼
き
」
穂
高

東
中
学
校
１
年
生　

横
山
優
也　

▽
優

秀
賞
「
お
ひ
さ
ま
き
ま
き
」
豊
科
南
小

学
校
４
年
生　

中
嶋
美
侑
菜

ス
イ
ー
ツ
部
門
（
3
作
品
）《
お
菓
子

の
レ
シ
ピ
》 

▽
最
優
秀
賞
「
り
ん
ご
と

玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
バ
タ
ー
ケ
ー
キ
」
明

南
小
学
校
6
年
生　

太
田
奏か
な
で　

▽
優
秀

賞
「
と
ろ
～
り
ソ
ー
ス
の
玉
ね
ぎ
パ
ン

ケ
ー
キ
」
穂
高
西
小
学
校
４
年
生　

竹

澤
采
世　

▽
優
秀
賞「
り
ん
ご
ジ
ュ
レ
」

穂
高　

山
内
由
美
子

特
別
賞
（
5
作
品
）《
～M

ade in  

A
Z

U
M

IN
O

給
食
レ
シ
ピ
～
》　

▽

「
玉
ね
ぎ
カ
ツ
り
ん
ご
ソ
ー
ス
ぞ
え
」

三
郷
小
学
校
4
年
生　

寺
尾
達
樹　

▽

「
信
州
サ
ー
モ
の
ム
ニ
エ
ル
ス
ペ
シ
ャ

ル
安
曇
野
ソ
ー
ス
が
け
」
豊
科
南
小
学

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

「
た
べ
た
く
ん
」
を
た
べ
ち
ゃ
う

レ
シ
ピ
が
決
定
！

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
２
６
）

企
業
向
け
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

問
穂
商
工
労
政
課
工
業
振
興
係

（

82･

３
１
３
１ 
82･
６
６
２
２
）

特
定
疾
患
患
者
の
見
舞
金
支
給

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

　
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

「
い
い
歯
の
日
」イ
ベ
ン
ト

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

修

研

康

健

場所は
穂高保健センターだよ！
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父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

を
監
護
す
る
母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
ま
た
は
養
育
者
で
す
。（
公

的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き
は
対
象
外
で
す
）
手
当
に
は
支
給

要
件
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
て
手
当
額

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
場

合
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、手

当
の
支
給
は
、
申
請
の
翌
月
か
ら
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
児
童
保
育
課
児
童

係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福

祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

松
本
地
域
出
産
・
子
育
て
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、「
出
産
・
子

育
て
安
心
の
知
恵
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
料
は

無
料
で
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
29
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
40
分

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎
講
堂

●
講
演
内
容　

①
「
松
本
地
域
の
出
産

受
け
入
れ
体
制
＆
妊
娠
と
生
活
習
慣

病
」」
信
州
大
学
医
学
部
保
健
学
科 

金
井
誠
教
授　

②
「
こ
ど
も
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
こ
と
」
松
本
市
医
師
会
会
長 

高

島
俊
夫
医
師　

③
「
子
ど
も
達
の
た

め
に
放
射
線
を
理
解
す
る
」
長
野
県

立
こ
ど
も
病
院
副
院
長　

中
村
友
彦

医
師

※
託
児
が
で
き
ま
す
の
で
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
希

望
す
る
保
護
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
事
前
申
込

み
は
不
要
で
す
の
で
、
入
所
を
希
望
す

る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
各
会
場

へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童　

平
成
24
年
度
小
学
校
へ

入
学
予
定
の
児
童
お
よ
び
現
在
、
小

学
校
1
～
3
年
生
の
児
童

●
問
い
合
わ
せ　

児
童
保
育
課
児
童
係

ま
た
は
各
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
へ
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

豊
科
地
域
の
児
童
館
建
設
等
必
要
な

事
項
を
検
討
す
る
「
市
児
童
館
建
設
検

討
会
」
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

3
人

●
任
期　

12
月
１
日
～
任
務
完
了
ま
で

●
応
募
資
格　

豊
科
地
域
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
人

（
１
）
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
議
員
で
な
い
こ
と

（
2
）
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
3
）
市
の
付
属
機
関
な
ど
の
公
募
委

員
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

（
4
）
月
１
回
程
度
で
、
平
日
の
会
議

に
出
席
で
き
る
こ
と

●
応
募
方
法　

応
募
は
自
薦
。
豊
科
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
に
備
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

「
地
域
で
取
り
組
む
子
育
て
支
援
に

つ
い
て｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
小
論
文

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

11
月
7
日（
月
）～
18

日（
金
）
※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ
て
の

人
に
申
請
の
た
め
の
通
知
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
3
月
末
ま
で
に
提
出
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
10
月
分
か
ら
の
手
当
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
10
月
以
降

に
他
の
市
町
村
に
転
居
し
た
人
、
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
人
は
15
日
以
内
に
申

請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
児
童
係
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
手
当
の
月
額

10
月
～
平
成
24
年
3
月
分

・
0
歳
～
3
歳
未
満　

1
万
5
千
円

・
3
歳
～
小
学
校
修
了
前　

1
万
円

　
　
（
第
3
子
以
降
は
1
万
5
千
円
）

・
中
学
生　

１
万
円

●
支
払
い
日　

10
月
分
か
ら
１
月
分
の

手
当
は
平
成
24
年
2
月
に
、
2
月
・

3
月
分
の
手
当
は
平
成
24
年
6
月
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

［
注
意
事
項
］

お
子
さ
ん
が
海
外
に
住
ん
で
い
る
場
合

や
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
、
子
ど
も
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

「緑の募金」353 万 8,622 円
ご協力ありがとうございました

職場のトラブルでお困りの
労働者・事業主の皆さまへ

本年度行われた緑の募金運動では、市全体で 353
万 8,622 円の募金が寄せられました。募金をしてい
ただいた市民の皆さん、募金活動にご尽力いただい
た各区長の皆さんをはじめ、自治会役員の皆さんに
厚くお礼申しあげます。寄せられた募金は、市内地
区公民館などの公共施設の緑化や、みどりの少年団
の育成へ活用させていただきます。
問三耕地林務課林務担当（477･3111 677･6060）

　労働者個人と事業主間のトラブルを解決する「あ
っせん」をご利用ください。労使双方が簡単な手続き
で利用できます。費用は無料で秘密は厳守されます。
●トラブルの例
・納得できない理由で突然解雇された。
・何の説明もなくパートの時給を下げられた。
・配転命令に、従業員が納得してくれない。
問長野県労働委員会事務局（4026･235･7468）

て

育

子児
童
ク
ラ
ブ
入
所
説
明
会

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

児
童
扶
養
手
当

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･
０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

出
産
・
子
育
て
安
心
の
智
恵 

公
開
講
座

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

地区 開催日 場所
堀金 11月14日（月） 堀金児童館

明科 11月15日（火） ひまわり２階講義室
（明科児童館）

豊科 11月16日（水） 豊科ふれあいホール
穂高 11月17日（木） 穂高中央児童館
三郷 11月18日（金） 三郷公民館２階講義室

児童クラブ一覧
豊科南穂高児童クラブ （471･5150 671･5125）
豊科高家児童クラブ

（4 672･5685）
豊科東小児童クラブ
穂高南小児童クラブ （484･0762 682･9621）
穂高西小児童クラブ （4 682･2527）
穂高北小児童クラブ （4 683･5494）
三郷児童クラブ （476･0185 676･0186）
堀金児童クラブ （471･2122 671･2126）
明科児童クラブ （462･2482 662･1124）

●児童クラブ入所説明会の日程

※各会場とも午後７時30分～（1時間程度を予定）
※どの会場も駐車場が狭いので、できるだけ乗り

合いでお出掛けください。

10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
の

支
給
内
容
が
変
わ
り
ま
す

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

市
児
童
館
建
設
検
討
会
委
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

　

豊
市
民
福
祉
課
福
祉
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

ネイチュア・フィーリン
グ自然感察会

こどもから大人まで、からだの不自由
な人も参加できる自然観察会。平坦な
場所をゆったりと散策して、自然を感
じてみませんか。電話かファクス、電
子メールでお申し込みください。

時：10 月 30 日（日）
　　10：00 ～ 12：00
集合場所：長野県烏川渓谷緑地
　　　　　環境管理事務所

料：無料
定：15 人

問：長野県烏川渓谷緑
地環境管理事務所

　（4 673･0203）
　karasu@anc-tv.ne.jp

元気に
「視覚しょうがい者」

視覚しょうがい者の皆さんを対象に
した、盲導犬の体験や白杖の使い方
を学びます。

日：11 月 8 日（火）
　　13：00 ～ 17：00
場：三郷公民館

料：無料
講師：日本盲導

犬協会スタッフ

問：主催：あづみ野音
声パソコン教室

　朝倉さん（あづみ野
眼科内 477･7333）

第 12回
安曇野の自然と文化
を考える会発表会

美術、写真、書道等 14 グループの展
示、研究発表。13 日 13 時から特別
企画、河崎義祐映画監督の「水から
学んだ映画づくり」の講演と映画上
映。映像とともに四季を歌う音楽発
表。文化農業は表庭で 12 ～ 13 日り
んご、なし、卵、野菜など地産地消。

時：11月11日（金）～13日（日）
　　9：00 ～ 16：00
場：穂高交流学習センターみらい
※13日10時から文化農業の中

島学氏（元四賀村長）「安曇
野米を使った米、卵の成果」
を事例発表。

料：無料
定：講演・映画

ホール200人
事例発表 25 人

問：安曇野の自然と文
化を考える会平田さん

（482･4778）
※申し込み不要

友の会
安曇野地区
家事家計講習会

「家計簿で生活環境見直して明日の社
会を元気にしよう！」をテーマとし
た講習会。【プログラム】▷ライフプ
ランと予算のある家計▷貯金のでき
る家計簿▷今、問われる電気の話▽
展示説明▷忙しい時にもう一品▽ま
めやかな手仕事で

時：11 月 19 日（土）
　　10：00 ～ 12：00
場：豊科老人福祉センター

定：50 人
料：300 円

　（資料代）
※託児は別途

200 円

申：問：安曇野市
合同最寄会 友の会
竹内さん（472･9961）
桑沢さん（477･1322）

自動車運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転免許
更新者を対象とした特定任意講習会
を開催します。この講習会を受講す
ると、更新時の講習は免除されます。
対象者：免許更新期間が 11 月 16 日
～平成 24 年５月 15 日の人

時：11月15日（火）19：00 ～
　　（受付 18：20 ～）
所：堀金総合支所 301 会議室
※ 70歳以上と更新時に70 歳

になる人は高齢者講習が必
要なため対象外です。

料：1,700 円
※おつりのない

ようにお願い
します。

問：安曇野交通安全協会
　（472･2263）
※運転免許証、筆記用

具を持参してください。

場 定 料＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金後 な援 ど 時 申＝申し込み 問＝問い合わせ
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市
で
は
、
従
業
員
の
3
％
以
上
が
消

防
団
員
と
し
て
入
団
し
、
従
業
員
の
消

防
活
動
に
つ
い
て
積
極
的
に
配
慮
し
て

い
る
事
業
所
、
災
害
時
に
資
機
材
な
ど

を
消
防
団
に
提
供
で
き
る
事
業
所
な

ど
、
地
域
の
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い

る
事
業
所
を
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
表
示
証
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
消
防
団
員
の
う
ち
、
約

8
割
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら

消
防
団
活
動
が
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
、
ま
た
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
の

消
防
団
へ
の
加
入
促
進
と
協
力
い
た
だ

け
る
事
業
所
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ

れ
る
と
、
表
示
証
を
事
業
所
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
活
用
で
き
る
ほ
か
県
の
法

人
事
業
税
・
個
人
事
業
税
の
減
免
措
置

な
ど
の
優
遇
制
度
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

11
月
9
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
火
）

の
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
の
時
季
は
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

状
況
が
続
き
ま
す
。
松
本
広
域
消
防
局

管
内
の
火
災
発
生
数
は
例
年
に
比
べ
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
焚
き
火

か
ら
火
災
に
発
展
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
が
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
約
2
倍

の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
家
の
周

り
を
整
理
整
頓
し
、
火
を
使
用
す
る
際

は
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
最
後
ま
で
見
守
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
が

変
わ
り
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
な
ど
の

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
消
防
団
で
は
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
入
団
し
て
い
た
だ
け
る
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
各
分
団
で
も
募
集
活
動

を
行
い
ま
す
。
災
害
形
態
が
複
雑
化
す

る
中
で
、
地
域
に
も
っ
と
も
身
近
な
防

災
機
関
で
あ
る
「
消
防
団
」
の
活
動
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団

員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
入
団
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

●
主
な
活
動
内
容　

▽
地
域
の
火
災
な

ど
災
害
現
場
活
動
（
男
性
団
員
）
▽

保
育
園
な
ど
で
の
予
防
啓
発
活
動

（
女
性
団
員
）
▽
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

行
事
・
訓
練
（
年
数
回
）
▽
予
防
広

報･

警
戒
活
動
（
月
2
回
程
度
）
な

ど
●
待
遇　

▽
年
報
酬
・
出
動
手
当
支
給

▽
制
服
・
装
備
品
貸
与
▽
公
務
災
害

補
償
、
退
職
報
償
金
制
度
あ
り

　

本
年
4
月
に
「
安
曇
野
市
景
観
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
10
平
方
㍍
を
超
え
る
新
築
・
増
改

築
、
25
平
方
㍍
を
超
え
る
外
壁
の
塗
り

替
え
、
3
平
方
㍍
を
超
え
る
看
板
の
意

匠
変
更
、
３
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
土

地
の
形
質
変
更
な
ど
の
行
為
を
行
う
場

合
は
、
事
前
に
景
観
条
例
に
基
づ
く
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出
書
の

記
載
方
法
お
よ
び
添
付
図
書
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
次
の
内
容
に
よ
り
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
当

該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
市
長
宛
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
変
更
路
線
の
名
称

豊
科
都
市
計
画　

都
市
計
画
道
路

▽
「
3
・
5
・
5
号
東
町
通
線
」

▽
「
3
・
6
・
9
号
栗
ノ
木
町
線
」

▽
「
3
・
6
・
10
号
南
栗
ノ
木
町
線
」

●
縦
覧
場
所　

▽
豊
科
総
合
支
所
内
都

市
計
画
課
▽
県
庁
都
市
計
画
課
▽
安

曇
野
建
設
事
務
所

※「
東
町
通
線
」の
み
県
庁
都
市
計
画

課
、
安
曇
野
建
設
事
務
所
で
縦
覧
可

●
縦
覧
期
間　

11
月
2
日
（
水
）
～
15

日（
火
）ま
で（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
意
見
書
の
提
出　

縦
覧
場
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
縦
覧
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
は
11
月
15
日

（
火
）
の
到
着
分
ま
で
。
意
見
書
の

提
出
は
安
曇
野
市
の
住
民
か
利
害
関

係
人
に
限
り
ま
す
。

東日本大震災　映像ＤＶＤの寄贈

　（社）日本ケーブルテレビ連盟が作成した東日本大震災の秘蔵映像が収録された
ＤＶＤが、あづみ野テレビ株式会社から寄贈されました。ＤＶＤには災害発生の瞬
間映像、被災状況、住民活動などの貴重な映像が収録されています。市では今後の
防災事業活動に活用します。詳しくは、お問い合せください。
●ＤＶＤの表題：
　東日本大震災「被災ケーブルテレビ局が捉えた魂の記録映像」
●収録時間：131 分
問堀危機管理室消防防災担当（472･6739 672･6769）

平成 23 年度自衛官等の募集

心

用

の

火

り

く

づ

街

こ
の
ま
ち
を
守
る
決
意
が

私
た
ち
に
あ
り
ま
す

市
消
防
団
員
の
募
集

申
問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
関
す
る
縦
覧

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

景
観
条
例
に
基
づ
く
届
け
出
に
つ
い
て

問
豊
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

申
問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

認定事業所に交付
される表示証

平成 23 年度全国統一防火標語

消
し
た
は
ず

　

決
め
つ
け
な
い
で

 　
　

も
う
一
度

11
月
9
日（
水
）～
15
日（
火
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

ま
た
は
松
本
広
域
消
防
局
予
防
課

　
　
　
　
　
　
（

25･

１
５
９
９
）

至 光橋

至 

田
沢
橋

豊科 I.C
長野自動

車道

安曇野赤十字病院

県立こども病院

廃止路線

南豊科駅

豊科駅

市役
所本
庁舎

国道 147
号

安曇野赤十字病院

豊科近代美術館

至 

ア
ル
プ
ス
大
橋

県道豊科インター堀金線

県道豊科大天井岳線

都市計画道路3・5・5号
東町通線

都市計画道路3・6・10号
南栗ノ木町線

都市計画道路3・6・9号
栗ノ木町線

東町通線
廃止区間

豊科近代美術館

豊科北中学校豊科北中学校

行為の種類 行為の規模

建築物
新築 建築面積 10㎡超
増築 ･ 改築 ･ 移転 建築面積 10㎡超
外観変更（修繕 ･ 模様替え ･ 色彩変更） 変更面積 25㎡超
特定外観の変更（※１） 表示面積 3㎡超

工
作
物

プラント類、車庫、貯蔵 ･
処理施設類 新設、増築、改築、移転

高さ 10m 超または築造面積 20㎡超
電気供給等施設等（※２） 高さ 8 ｍ超
その他の工作物（※３） 高さ 5m 超
上記①～③共通 外観変更（修繕 ･ 模様替え ･ 色彩変更） 変更面積 25㎡超

特定外観の変更（※１） 表示面積 3㎡超
土地の開墾、土砂の採取、鉱物の掘採、その他の土地の形質の変更 面積 300㎡超または生じる法面（※４）・擁壁の高さが 1.5m 超
屋外における土石、廃棄物、再生資源、その他の物件の堆積 面積 100㎡超または堆積の高さが 3m 超

●届出対象行為

（※１）外観における公衆の関心を引くための形態または色彩その他の意匠（その意匠がある状態が 30 日を超えて継続しないものは除く）（※２）
建築確認が不要となる電柱、鉄塔などは除く。（※３）垣 ･ 柵 ･ 塀類、高架水槽類、煙突類、装飾塔 ･ 物見塔類、鉄筋コンクリート柱 ･ 鉄柱 ･木
柱類など上表①、②を除く工作物 ( 建築確認が不要となる電柱 ･ 鉄塔などは除く)（※４）切土や盛土によって造られる人工的な地盤または斜面

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

高等工科学校
生徒

一般
15 歳以上 17 歳未満の男子で、中学校卒業ま
たは中等教育学校の前期過程修了者（ともに
卒業・修了見込含）

11 月１日
～平成 24 年１月６日

１次試験　平成 24 年１月 14 日
２次試験　平成 24 年１月 28 日
　　　　　～ 31 日

推薦

15 歳以上 17 歳未満の男子で、中学校卒業ま
たは中等教育学校の前期過程修了者（ともに
卒業・修了見込含）（中学校長または中等教育
学校長が推薦できる者）

11 月１日
～ 12 月 16 日 平成 24 年１月７日～９日

貸費学生（技術） 大学の理学部、工学部の３、４年次または大
学院修士課程在学

12 月１日
～平成 24 年１月 13 日 平成 24 年 2 月 4 日

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター『信濃』（4 636･2787）

防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受け付けおよび試験を実施します。
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原因 1

原因 2

原因 3

給食では
地元産のたまねぎ
を使っています

学校 　　レシピ②

「地産地消・旬産旬消」「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり

材料（4 人分）
豚ロース肉… 60 ～ 80㌘４枚
塩・こしょう・サラダ油… …少々

《たまねぎソース》
サラダ油……………………少々
たまねぎ…… 100㌘（小１個）

さとう………… ６㌘（小さじ２）
酢…………… ７㌘（大さじ 1/2）
しょうゆ………12㌘（大さじ１）
一味唐辛子………………… 少々
片栗粉……… 少々（小さじ 1/4）

（あればコーンスターチ）

①：豚ロース肉に切り込みを入れ、塩、こしょうをうすくふる。
②：温めたフライパンにサラダ油をうすく敷いて、①の両面をこんがり焼く。
③：みじん切りにした、たまねぎをサラダ油でしんなりするまで炒め、

さとう、酢、しょうゆで味付けをする。
④：③に水とき片栗粉 ( コーンスターチ）を加え、とろみをつける。仕

上げに一味唐辛子をふり、②にかけて完成。
※たまねぎソースは、焼き魚や油あげ、から揚げ、豆腐などにもよく合います。

市内の学校給食では、地元の皆さんが作る季
節の食材を多く使った「地産地消・旬産旬消」
の献立を提供しています。今回は、中部学校
給食センターの献立で９月に提供された、「豚
肉のたまねぎソースかけ」のレシピを紹介しま
す。県産の豚肉を焼いて、地元で採れたたま
ねぎのソースをかけて召し上がってください。

作り方

問学校給食課学校給食係（中部学校給食センター内）
（472･2674 672･1466）

ハ
ン
ガ
ー
の
捨
て
方
は
？

洋
服
を
購
入
し
た
時
に
付
い
て
く
る

ハ
ン
ガ
ー
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

も
の
に
は

（
プ
ラ
マ
ー
ク
）
が
付
い
て

い
ま
す
。
資
源
物
と
し
て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
購
入
し
た
木
製
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ハ
ン
ガ
ー
は
、
金
属
部
分
が
あ
れ
ば
取

り
除
い
て
「
も
え
る
ご
み
」
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に

付
い
て
く
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ハ
ン
ガ

ー
に
は

（
プ
ラ
マ
ー
ク
）
は
付
い
て
い

な
い
の
で
「
も
え
る
ご
み
」
に
、
針
金
で

で
き
て
い
て
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
金
物
類
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
洗
濯
物
を
干
す
ピ
ン
チ
ハ
ン
ガ
ー

も
金
属
製
は
「
金
物
類
」
で
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
も
の
は
金
属
部
分
を
取
り
除
き

40
㌢
よ
り
小
さ
く
し
て
「
も
え
る
ご
み
」

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
プ
ラ
マ
ー
ク
）

の
な
い
ハ
ン
ガ
ー
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

で
き
て
い
て
も
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
6
日
（
日
）
は
「
環
境
美
化
の
日
」

で
す
。
市
内
で
は
、
自
治
会
、
企
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
市
内
一
斉
清
掃

を
行
い
ま
す
。
ご
み
拾
い
は
誰
に
で
も
で

き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
生
活
環
境
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糖
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に
な
り
や
す
い
日
本
人

　

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
糖
尿
病

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
人
が
血
糖
を
下
げ
る
イ
ン

ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
す
い
臓
か

ら
多
く
出
せ
な
い
体
質
だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、体
格
の
わ
り
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き

を
悪
く
す
る
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
や
す

い
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て
い
ま
す
。こ

の
体
質
は
数
千
年
前
か
ら
変
わ
ら
ず
現

代
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

体
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
日
本

人
の
生
活
環
境
は
こ
こ
50
年
で
急
激
に

変
化
し
ま
し
た
。食
生
活
は
欧
米
化
し
、

活
動
量
は
自
動
車
等
の
普
及
に
よ
り
減

り
ま
し
た
。ま
た
長
生
き
を
す
る
よ
う

に
な
り
、加
齢
の
た
め
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
不
足
に
な
る
人
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
日
本

で
は
生
活
習
慣
が
原
因
で
お
き
る
2
型

糖
尿
病
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
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昨年行われた市国保特定健康診査の
結果で、約 3 割の人が糖尿病予備群
であることが分かりました。糖尿病
の原因や検査方法などについて、全
11 回に渡りシリーズで説明します。

シリーズ ⑥

表とグラフで知る私たちの健康

明南小学校２年２組のみなさん

消費
生活

　商品やサービスに関する苦情、問い合わせなどを受け付け、トラブル解決のための助言、あっせん、情報提供な
どを行う「安曇野市消費生活センター」を、10 月より穂高総合支所１階生活環境課内に開設しました。
　以下のような時はすぐに相談してください。相談は無料で、プライバシーは保護されます。

みんな給食が大好き～！

豚肉のたまねぎソースかけ

守ろう！暮らしの安全

消費生活センターを開設

●悪質商法に困っていませんか？
悪質商法の手口はさまざま。なかでも、「低金利融資」や「必
ずもうかる」といったうたい文句で消費者心理につけ込みま
す。うまい話には裏があると考え、即答、即決はしないよう
にしましょう。この他、架空請求詐欺、融資保証金詐欺、オ
レオレ詐欺、還付金詐欺などもご相談ください。

●多重債務に困っていませんか？
複数の金融業者からお金を借りて、支払い困難に陥った状態
を多重債務といいます。債務の問題でお悩みの場合も気軽に
ご相談ください。

●商品の使用による事故が発生！
商品を使用したことに起因すると思われる事故が起こった
り、危ないと感じたりした時は、ご連絡ください。

●商品やサービスに疑問を感じた時
小さなトラブルであっても、商品やサービスの品質や安全性、
表示などについて疑問を感じた時は、気軽にご相談ください。

問穂生活環境課消費生活係（482･3131 682･6622）

◎ご相談ください

安曇野市消費生活センター
（穂高総合支所１階 生活環境課内）

TEL 0263･82･3131
●相談日

月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前 9 時～正午　午後 1 時～ 4 時

うまい話があるよ ･･･

お
答
え
し
ま
す
！　

ご
み
の
出
し
方
の
疑
問
―　
⑤

ＡＱ

街
中
を
き
れ
い
に

環
境
美
化
の
日

日本人が２型糖尿病になりやすい原因は !?
もともとある遺伝因子

生活習慣が原因

加齢

①すい臓からインスリンを多く出せない
②内臓脂肪が蓄積しやすい

①食べ過ぎ（特に糖質・脂質・夕食など）
②アルコールの摂りすぎ
③運動不足　④ストレス　⑤睡眠不足

＋

血糖が下がりにくい

２型糖尿病が増加
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11月の予定

	焼き芋会 要予約 100円 	 ２日（水）	 10：30 ～ 12：00
		ぱくぱくらんど ～鬼まんじゅう～	８日（火）	 10：30 ～ 12：00

	 要予約 100円  ※ 24組　講師：食生活改善推進協議会

	ママキッズビクス	 10日（木）	 10：15 ～ 11：00
	 ※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な場合は持参

	 育児相談 ※どんな相談にも応じます。	10日（木）	 11：00 ～ 12：00
	 クレープ作り	 12日（土）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円  ※ 20組

	食の伝統文化子ども教室 ～まんじゅう～	16日（水）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 150円  ※ 24組　講師：豊科地区農村女性学習会

		冬に向けての注意～感染症など～	25日（金）	 10：30 ～
	 要予約  ※講師：保健師さん

	クリスマスケーキ作り	29日（火）・30日（水）	 10：30 ～
	 要予約 200円  ※各日20組

	おはなしムーン	 ２・９日（水）	 11：00 ～ 11：20	 （読み聞かせボランティア）

10日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場穂高総合支所　大会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･11 月 4 日（金）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

９日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日 　※ 3・23 日は除く

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

15日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※ 3・23 日は除く　
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

親の会	 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談 	 時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル	 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談 	 時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は 	 時 8:30 ～ 17:15

７日（月）・★ 21日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
８日（火）・★ 22日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
９日（水）・★ 24日（木）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
10日（木）・★ 24日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
11日（金）・★ 25日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

４日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

9・16・30日（水）　※ 16 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

11月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	ぱくぱくらんど ～うすやき～	 ９日（水）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 親子で150円  ※親子15組程度

	 育児相談 ～おはなし会～	 11日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ※小川原相談員　おはなし会 11：00 ～

	 卓球の日	 12日（土）	 14：00 ～ 15：00
	 昔ながらの伝承あそび	 19日（土）	 14：00 ～ 16：00	 ※朗人大学の皆さんと一緒に遊びます♪

	リース作り 要予約 親子で100円 	 22日（火）	 10：00 ～

	 職員による劇…４日（金）／小麦粉粘土…18日（金）
	 リズム遊び…25日（金）

	 桜坂地区　５日（土）／真々部地区　12日（土）

	子育て支援講座 ～離乳食の始め方、進め方～	２日（水）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約  ※対象：お子さんが 3～ 10 ヶ月位で離乳食を始める人（託児あり）

		ぱくぱくらんど ～ポテトの磯辺焼き～	11日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円  

	 育児相談	 15日（火）	 11：00 ～ 12：00
	ママキッズ・ビクス	 17日（木）	 10：15 ～ 11：00
	とん汁会 親子で100円 	 22日（火）	 10：30 ～ 11：30

	 クリスマスリース作り 100 円 	 26日（土）	 10：00 ～ 11：00
	絵本・紙芝居の読み聞かせ	 毎週火曜日	 10：30 ～ 11：00

	 お話玉手箱…２日（水）／きらきらステンドグラス作り…16日（水）

	身体測定 ※自由測定	 ２日（水）	 10：00 ～ 12：00
	ぼうさいくんれん ～しょうぼう車がくるよ～	４日（金）	 10：50 ～ 11：30

	 要予約  ※親子 30組

	親子ビクス	 ７日（月）	 10：00 ～ 11：00	
	 要予約  ※ 1歳半～ 3歳位の親子 20 組　講師：沖由美子先生

	 育児相談 ※荒深たつ子相談員	 14日（月）	 10：00 ～ 12：00
	 やきいも会	 17日（木）	 10：15 ～ 11：30	 要予約 100 円  ※親子 20組

	 リース作り	 26日（土）	 10：15 ～ 11：30
	 要予約 150 円  ※親子 20組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20 ～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	リトミック ※樋下田裕美子先生	 ４日（金）	 10：30 ～ 11：30
	身体測定日 ※自由測定	 18日（金）	 10：00 ～ 12：00

	 育児相談 	 21日（月）	 11：30 ～	 ※内山房子先生　個別予約も可能

	クリスマス飾り作り 要予約 150円 	 29日（火）	 10：30 ～ 11：30
	おはなしどりぃむ（読み聞かせ）	 11・25日（金）	 11：20 ～
	わらべ唄・手遊び	 毎週月曜日（予定）	 11：00 ～ 11：30 	 ※内山房子先生

	 ※内容：小麦粉カラー粘土作り・親子体操・グループ活動
	 2・3歳児…９・16・30日（水）／1歳児…・10・17日（木）
	 0 歳児 …11・18日（金）
	 ※以下全年齢対象
	 保健師さんの話…２日（水）／人形劇…・25日（金）

ひまわりの日（小学生対象）　時15：45～16：30

ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　時10：00～12：00

いっしょにあそぼう　時11：00～11：30

移動児童館　時10：30～15：00

	運動遊び	 ２日（水）	 10：00 ～ 11：00
	 要予約  ※幼児親子 20組（3歳以上）　講師：柳澤友希先生

	身体測定日 ※自由測定	 15日（火）	 10：00 ～ 12：00
	 チャレンジクラブ ～秋のおやつ作り～	19日（土）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 100 円  ※小学生 15人

	 安曇野めぐり ～おやき作り～	 26日（土）	 10：00 ～ 13：00
	 要予約 200 円  ※小学生親子 10人

	 キッズリユース広場 ～お下がり会～	28日（月）	 10：30 ～ 11：15
	 ※参加自由。出品希望者は 10：30 までに来館し物品を並べてください。

	おはなしどりぃむ（読み聞かせ）	 第1・2・3水曜日	 11：00 ～ 11：20

親子ふれあい広場 ※登録幼児対象　時10：00～11：30

	 児童館まつり	 12日（土）	 10：00 ～ 12：00
　※大勢の参加をお待ちしてます　チケット制 200 円

	 ぱぱっとおやつ	 16日（水）	 10：00 ～ 12：00	
	 要予約 親子1組50円  ※ 30組　予約受付 10/24 ～ 31

	 わくわくデー（小学生対象）	 16日（水）	 15：45 ～ 16：15
	おはなしワクワク ～絵本研修会～	 17日（木）	 10：30 ～ 12：00

	 1歳以上児…8・22日（火）／2歳半以上児…10・24日（木）

１日㈫･15日㈫ 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈫･29日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
９日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
10日㈭･24日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
17日㈭  場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00８日（火）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡・FAX73-1624）

中間教室ねむの木 親の会	 時 13:00 ～ 15:00

児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

November

	 おひさま農園 ～収穫祭～ ※登録制	 12日（土）	 10：00 ～ 12：30
	 育児相談	 15日（火）	 10：00 ～ 12：00	
	 要予約  ※当日も可　乳幼児～ 18歳

	木工工作	 15日（火）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 材料費 100 円  ※ 20名

	おはなしいっぱい ～あづみのあのねの会～	 17日（木）	 11：00 ～ 11：30
	 ※このほか「ころぽっくる」2 回開催（詳細は館内お知らせを参照）

	ちびっこクッキング ～やしょうま作り～	 24日（木）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 材料費 100 円  ※ 20名

	 集まれ小学生 ～楽しい工作教室～	 26日（土）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 材料費 100 円  ※ 15名

	 全親対象 ～子育て講話～ ※自由参加	８日（火）	 10：30 ～ 11：20
	 要予約  時10：30～11：00 ※内容：ふれあい遊び・うんどう遊び
	 さくらんぼ（0歳）…22日（火）／いちご（1歳）…９日（水）
	 りんご（2・3 歳）…10日（木）

みんななかよし

16日（水）場明科総合支所
19日（土）場穂高会館 ※女性のための人権相談です

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

６日㈰場問堀金老人福祉センター	 （℡73-5288・FAX73-5775）
13日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」	（℡62-2429・FAX62-5025）
20日㈰場問市社会福祉協議会本所	（℡72-1871・FAX72-9130）

3日（木・日） 6日（日） 13日（日） 20日（日） 23日（水・祝） 27日（日）
穂高ハートクリニック

50-6731［穂高］
根 津 内 科 医 院

82-8382［穂高］
追 分 ク リ ニ ッ ク

82-2129［穂高］
堀 内 医 院

82-3324［穂高］
中 田 医 院

82-2339［穂高］
塔 の 原 内 川 医 院

81-2121［明科］
百 瀬 医 院

82-2205［穂高］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
ふ じ も り 医 院

72-2011［豊科］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
安曇野形成皮ふクリニック

71-2345［豊科］
山 田 医 院

72-3207［豊科］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
和 田 医 院

72-2047［堀金］
た か は し ク リ ニ ッ ク

77-7880［三郷］
柏 原 ク リ ニ ッ ク

82-7222［穂高］
赤津整形外科クリニック

76-3133［三郷］
け や き 歯 科

72-7272［堀金］
よ こ さ わ 歯 科 医 院

82-2121［穂高］
天 野 歯 科 医 院

73-4182［豊科］
飯 島 歯 科 医 院

82-0306［穂高］
矢 島 歯 科 医 院

72-2163［豊科］
アルプス歯科クリニック

77-8901［三郷］
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2011.10.1現在　（ ）内は対前月比

人口	 99,629人（	＋65）

	 男	 48,311人（	＋42）

	 女	 51,318人（	＋23）

世帯	 37,459世帯（	＋46）

環境に優しい大豆油インクを使用しています。

編 

集 

後 

記

◆
「
お
ひ
さ
ま
」
の
放
映
が
終
了
。
最
終

話
の
放
送
日
に
も
、
堀
金
に
あ
る
ロ
ケ

セ
ッ
ト
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
は
平
成
25
年
の
３

月
ま
で
、
現
地
に
置
か
れ
ま
す
。	

M

◆
安
曇
野
と
い
え
ば
“
そ
ば
”。
自
分
が

食
べ
に
行
く
に
も
人
に
勧
め
る
に
も
、
お

店
選
び
に
は
毎
度
頭
を
悩
ま
せ
る
。
新
そ

ば
が
出
回
り
始
め
、
楽
し
く
も
悩
ま
し
い

季
節
が
は
じ
ま
る
。	

Ks

◆
終
業
時
間
を
過
ぎ
る
と
外
は
う
す
暗

く
、
す
っ
か
り
日
が
短
く
な
り
ま
し
た
。

帰
宅
時
の
自
転
車
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

を
心
掛
け
て
ま
す
。	

Ts

◆
「
安
曇
野
は
水
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と

を
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」。
信
大
人

文
学
部
委
託
調
査
研
究
報
告
会
で
笹
本
正

治
教
授
が
話
さ
れ
た
言
葉
の
一
つ
で
す
。

身
近
過
ぎ
て
見
過
ご
し
が
ち
な
水
の
大
切

さ
を
、
時
に
は
熱
く
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
語
る
、
教
授
の
話
に
共
感
し

ま
し
た
。　

	

Y

市長と語る会 共に響き合える
まちづくりをめざして

市
民の皆さまの声を広くお聞きし、市
政に生かすため、「市長と語る会」
を市内５会場で開催します。暮らし

に密着した福祉、環境、子育ての課題、市の
実施している事業、日ごろ市政に感じている
ことなど、ご意見・ご提案をぜひお寄せくだ
さい。市長、副市長、教育長が出席し、直接
意見交換をします。多くの皆さまのご出席を
お待ちしています。

【日　時】
　11 月 12 日（土）
　　13：30 ～ 15：00　三郷公民館講堂
　11 月 19 日（土）
　　14：00 ～ 15：30　穂高総合支所大会議室
　11 月 20 日（日）
　　13：30 ～ 15：00　明科公民館講堂
　11 月 26 日（土）
　　10：00 ～ 11：30　豊科ふれあいホール

　※手話通訳者あり
　11 月 27 日（日）
　　13：30 ～ 15：00　堀金総合支所 301 会議室

問本庁舎内 秘書広報課
　（471・2000 671・5000）


